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世界の恒久平和は、人類共通の願いである。

私たちは、世界で唯一の核被爆国民として、自らも戦火

を受けた都市の住民として、戦争の惨禍を人々に訴えると

ともに、永遠の平和を築き、この緑の地球を、次の世代に引

き継ぐ責務がある。

国際平和年にあたり、私たちは、人類の生存に深刻な脅

威をもたらす、すべての国の核兵器の廃絶を全世界に訴え、

世界の恒久平和の実現を心から希求し、ここに新宿区が、

平和都市であることを宣言する。

昭和61年3月15日

新宿区

新宿区平和都市宣言 新宿区平和都市宣言
3 0 周年記念誌の
発刊にあたって

新宿区平和都市宣言記念板

すべての国の核兵器廃絶と世界の恒久平和を願って、昭和61年3月15日に、平和都
市宣言を行い、30年の節目の年を迎えました。

平和都市宣言には、自らも戦火を受けた都市の住民として戦争の惨禍を人々に訴える
とともに、永遠の平和を築き、次の世代に引き継いでいくことが、私たちの責務である
と記されています。

先の大戦から70年が経過し、戦争を体験された方々からお話を聴かせていただく機
会が減ってきました。戦争では、亡くなられたご本人、家族を失ったご遺族、戦禍に巻
き込まれ人生への影響を受けた方々などの悲惨な経験が人類の歴史に刻まれました。
私は、この記念誌編纂にあたって、第一に「戦争の記憶の未来への伝承」、第二に「平和
を守ること」を考えるきっかけにしてもらいたいと思いました。

このような思いから、「新宿区平和都市宣言30周年記念誌」には、一人でも多くの方か
ら戦争体験をお寄せいただくよう区民の皆様に呼びかけ、当時の世相や出征・空襲・学
童疎開・引揚げなど様々な体験を収めることができました。また、子どもから大人まで
幅広い世代、中国、韓国、ネパール、ミャンマーなどの外国籍の方々、「平和のつどい」参
加アーティストなど、多くの皆様から平和への思いを伝えるメッセージを寄せていただ
きました。そして、今なお、区内に残る戦争遺跡や戦火をくぐり抜けた学校資料など、
太平洋戦争前後の新宿のまちの記憶も記しています。

20世紀を振り返ると、植民地の拡大や植民地社会からの脱却の過程で、収奪する側と
される側の相克から戦争へと発展しましたが、21世紀は、貧富や文化の違いから発生し
た差別が新たな戦争を生み出しています。新宿区は、多様な文化を持った方々が住み
暮らすまちですが、身近なところから異文化に対する相互理解の輪を拡げ、平和の礎を
築いていくべきだと思います。

戦争が悲劇を生むことがあっても、幸福を生み出すことは絶対にありません。この記
念誌が平和について考えるきっかけとなり、平和への思いが世代や国籍を超えて共有さ
れることを切に願ってやみません。

ここに、貴重な体験やメッセージを語り綴ってくださった方々をはじめ、この記念誌
発行にあたってご協力をいただきました、すべての皆様に、あらためて感謝を申し上げ
ます。

　平成28年3月15日
新宿区長　吉住 健一●●
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名誉区民「平和への想い」を語る

最近、8月が近づいてくると「な
んであんなバカな戦争をしたの
か」というようなことを言ったり、
書いたりする人がいるけれども、
その最中はそんなこと思ってもい
なかったね。まだ小学生だったし、

「みんな兵隊さんになって戦地に
行って戦う」という教育を受けて
いたから、戦争がおっかないとか
悲しいとか、考えたこともなかっ
た。飛行機好きのいわゆる軍国少
年で、予

よ

科
か

練
れん

に入りたかったんで
す。でも、同級生で予

よ

科
か

練
れん

に行っ
た人はみんな亡くなったから、戦
後になって行かなくて良かったと
思いましたけどね。

人間の生活を支える行動基準、
ものの考え方や価値観などは、時
代により、また国や民族によって
さまざまです。夏目漱石は、『文
学論』のなかで、20世紀の初め、
ロンドンに留学した時に、「（前略）
雪見に人を誘ひて笑を招きし事あ
り。月は憐れ深きものと説いて驚
ろかれた（後略）」こともあったと
述べています。日本人が季節の変
化に敏感で、四季折り折りの自然
の姿に深い感興を覚えるというこ
とは、西洋の人々には容易に理解
しにくいことのようです。そう言
えば、ワシントンのポトマック湖
畔の桜花が満開の時に、その下で
花見の宴を催すといったような話
は、聞いたことがありません。月
見や花見のような行事は、日本人
の独特の美意識、価値観が生み出
したものと言えます。

もちろん西洋には西洋の、その
他の国にもそれぞれの国の美意識

当時、よく覚えているのは昭和
12年に朝日新聞の「神

かみ

風
かぜ

号
ごう

」が英国
から日本へ帰って来た時のこと。
わくわくして、ラジオの実況中継
を聞いてました。そういう報道
ばっかりだから、それが普通だっ
たんです。　　

昭和17年から本土決戦になっ
て、初めての空襲で「ドーリットル
爆撃隊」が飛んできた。「大きな飛
行機だな」と思いながら間近で見
てました。また、昭和19年頃だと
思いますが、伊勢丹の前に撃墜さ
れたB29の折れた羽を展示してい
て、勇んで見に行きましたね。ちょ
うどその頃から空襲が激しくなっ
て、20年の正月明けに、実家が下
町の森下から錦糸町へ引っ越した
んです。

あの3月10日の大空襲の時は亀
戸のほうへ逃げた。あっちこっち
燃えて、人が右往左往してる。年
寄りが「大火事になったら風上へ
逃げろ」というのを思い出して、錦
糸町まで戻って助かった。途中、
大
おお

横
よこ

川
がわ

の「江東橋」で警防団に止
められたけど「ここにいたら死ん
じゃうわ」って振り切ってね。あ

や価値観、それに基づく行動様式
があります。そのような文化的背
景に対する理解がなければ、漱石
のロンドンでの体験が物語るよう
に、外国の人の言動はしばしば笑
いや驚きを招き、奇異の念を抱か
せ、更には誤解や摩擦を生み出す
ことさえ稀ではありません。今日
のように世界が狭くなり、多様な
歴史や文化を背負った人々が互
いに交流、交渉し、時に無知や誤
解に基づく抗争まで発生している
グローバル化の時代においては、
誤解や偏見による対立を解消し、
人々のあいだに平和な共存を保つ
ためには、異文化に対する正当な
理解が欠かせません。

古くから伝えられてきた詩歌
や、絵画、建築、工芸などの芸術
作品、あるいは生活と結びついた
芸能、祭礼、年中行事などは、どの
民族、どの国においても、文化の
伝統を具体的なかたちで示してく

のまま亀戸にいたら間違いなく死
んでましたね。

実は戦時中も寄席はずっとやっ
てたんです。終戦後も1カ月くら
いで再開して、あたしも二つ目に
昇進して、今の丸井のところに
あった帝

てい

都
と

座
ざ

に出てた。笑ってい
ると腹が減ってることも忘れられ
たんですね。

よく日本人は「平和ぼけ」って
いうけど、ホントに平和が何なの
か分かってるのかな。昔はマスコ
ミがあおりたてて戦争に突き進ん
だわけで、そこには目を光らして
おきたいね。大体、日本人が戦争
を放棄していても、外国に理解さ
れるかどうか疑問だよ。これから
も平和であって欲しいし、「みんな
で平和にしよう」って言い続ける
ことは大事だね。

れる貴重な遺産であり、同時にま
た、それらを生み出した人々の美
意識、価値観、生き方を伝える平
和の使者たちです。世界のさまざ
まな文化遺産を通じてこの使者た
ちの言葉に耳を傾け、人々の心の
結びつきを確かめることこそ、今
何よりも大事なことであると思わ
れます。

慰安会に出られない傷病兵を病室で慰問している
ところ。司会をしたり、腹話術をしたり、この頃
はよく働いた。（中央人形を持っているのが金馬
さん）

国民服を新調した父と、新しいオーバーを着て
記念写真を撮った。（昭和15年頃）

戦争がおっかないとか悲しいとか、考えたこともない、
予
よ

科
か

練
れん

に憧れてた軍国少年。実際に予
よ

科
か

練
れん

に入った同級生は
みんな亡くなって、行かなくて良かったと思いました。

平和の使者たち

三
さ ん

遊
ゆ う

亭
て い

 金
き ん

馬
ば

 氏

落語家　新宿七丁目在住
昭和16年に12歳で三代目三遊亭金馬
に入門し、金時の芸名でデビュー。昭和
30年にバラエティの元祖NHKの「お笑
い三人組」に出演し、人気を博す。昭和
33年に真打に昇進し、昭和42年に四
代目三遊亭金馬を襲名。昭和45年に文
化庁芸術祭で優秀賞受賞、平成12年に
勲四等瑞宝章を受章。ストーリーを楽し
ませる落語を演じ、人情話を得意とする。

高
た か

階
し な

 秀
し ゅ う

爾
じ

 氏

美術評論・文化振興　中落合在住
昭和28年東京大学教養学部教養学科
を卒業後、同大学大学院在学中にフラ
ンス政府招聘給付費留学生として渡仏
し、パリ大学附属美術研究所及びルー
ブル学院にて西洋美術史を専攻。帰国
後、東京大学で助教授、教授を歴任。
平成4年に国立西洋美術館長に就任し
た。現在は大原美術館長、文化審議会
の初代会長をはじめとする数多くの公的
委員に就任し、我が国の文化行政に尽
力している。平成17年、文化功労者。
平成24年には文化勲章を受章。平成
27年日本芸術院会員に任命される。

寄 稿聞き取り
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私は生まれも育ちも現在の地だ
が、昭和20年の初めに戦争激化で
強
きょう

制
せい

疎
そ

開
かい

。買ってあった奥秩父
の家へ引っ越して、その年の4月
に荒川小学校へ入学。一学期が終
わった夏休みに終戦を迎える事と
なった。そのせいか戦争の恐ろし
い体験がない。そして明くる年に
神楽坂に戻り、津久戸小学校へ転
校した。

そこから戦後の物資不足の耐
乏生活が始まったのである。食料
も衣料品も極端に少ない。学用品
などは殆どない。おやつは芋か豆
とか自家製のパン。バナナやチョ
コレート等の高級品は見た事もな
い。現在では想像もつかない。食
料は殆ど配給で贅沢は言えない

が甘い物は食べたかった。然し生
活は結構楽しい小学生であった。
遊びも工夫して近所の子供達と、
外で活発に走り回り、遊びに不便
と不満を感じた事はない。戦争が
終結し、取り敢えず命の危険が無
くなったが、戦争が終われば即平
和な生活とはいかない。だが戦争
は終わり平和の喜びと幸せを感じ
た。然し戦後の日本の立ち直りは
驚異的で、日本人の勤勉さと叡智
は世界を驚かした。それは戦争の
放棄によって、軍事費を平時経済
に回し、生活が豊かになったから
であろう。然し快適さを際限なく
追求する為に、地球は厄介な事に
なってきている。　　

人間は「足る」を知る事が肝要で

ある。
世界中が平和を希求している

が、現実は厳しく紛争は各地で起
こり、多くの人々が苦しむ。

終戦後、日本はその点は平和で
ある。

平和の反対は戦争ではない。戦
争がなくても必ずしも平和とは言
えない。不公平や社会的暴力を無
くし、人間としての権利や尊厳を
持てる状態でこそ平和だと思う。

悲惨な殺戮と勝手な論理の悪魔
の戦争。悲しい哉、戦争はこの世
から絶える事はない。

今や日本を取り巻く環境は日々
危険度を増す。如何に対処すべき
か、今我々は冷静に考える時であ
ろう。戦争もなく心の安寧、そし
て安心と安全を保てる世の中、そ
の上に末長い文化的平和国家の建
設を願う。子や孫が身も心も幸福
な平和社会に生きて行けるよう。

その為にも文化力を遺憾無く発
揮したい。

足るを知る幸せ
寄 稿

身はいかに
　なるともいくさ　とどめけり
　ただたふれゆく　民をおもいて

昭和天皇御
ぎょ

製
せい

本年は、太平洋戦争における終
戦の詔

しょう

勅
ちょく

を賜ってより70年の節目
の年にあたります。我が国の今日
の平和と繁栄が、終戦時における
先
せん

帝
だい

陛
へい

下
か

（昭和天皇）の御聖断の賜
物であると同時に、先の大戦でお
亡くなりになった多くの御

み

霊
たま

の上
に築かれていることは申すまでも
ない事です。別けても、靖國神社
をはじめ日本全国の護国神社に奉

ほう

斎
さい

されている英霊の殉
じゅん

難
なん

は、日本
人として決して記憶の底に埋没さ
せてはならないものであります。

靖 國 神 社 に は246万6千 余 柱
の御祭神がお祀りされています

が、そのおよそ9割が太平洋戦争
に殉ぜられた英霊です。その膨
大な数は、先の大戦が如何に苛
烈なものであったかを如実に物
語っています。

その英霊の方々を始め、先の
大戦で尊い命を失った先人たち
は、恐らく、後の世の子孫達には
平和な世に生きて欲しい、自らが
苦しんだような想いは決して繰
り返してならないと願ったに違
いありません。またそれを信ず
ればこそ、尊い命を奉げられたの
でしょう。その崇高な献身に思
いを馳せる時、私達は心の底か
ら感謝の念を奉げますと共に、先
人たちの想いを無駄にしてはな
らないと一人一人が強く心に誓
わねばなりません。

人は平和を求めて止まない。世

界民族が共通して持つ普遍的な想
いにもかかわらず、人類は太古の
昔から幾度も戦乱を繰り返してき
ました。この現代においても、多
くの国や地域で戦争が起きている
悲しい事実もあります。

平和は、ただそれを願い、唱え
ていれば自ずと天から降ってくる
ようなものではありません。その
維持には外交や国防を始め、国の
営みのあらゆる側面での英知の結
集と不断の努力が求められます。
現在、我が国を取り巻く情勢は戦
後の歩みの中でも最も複雑且つ厳
しいものとなってきています。

戦後70年の節目、この70年の平
和が何故もたらされたのか今一度
真摯に見つめ直し、多くの先人た
ちの想いを噛みしめながら、恒久
の平和を希求するとともに、二度
とあの惨禍を繰り返してはならな
いとの決意の下、日本人皆が力を
尽くしていかなくてはならないで
しょう。

太平洋戦争終戦70年をむかえて
寄 稿

鶴
つ る

賀
が

 若
わ か

狭
さ の

掾
じ ょ う

 氏

新内節浄瑠璃　神楽坂在住
幼少のころより新内節の太夫であった父
の鶴賀伊勢太夫から、新内浄瑠璃の手
ほどきを受ける。平成12年に鶴賀若狭
掾を襲名し11代目鶴賀流家元となる。
平成13年、重要無形文化財保持者（人
間国宝）の認定を受ける。平成21年旭
日小綬章を受章。海外公演を40数か国
で行い、平成21年度には文化庁文化交
流使を務める。

東
と う

音
お ん

　宮
み や

田
た

 哲
て つ

男
お

 氏

長唄唄方　払方町在住
東京藝術大学音楽部邦楽科、研究科で
山田抄太郎教授に従事し、技芸の錬磨
と長唄の研究に取り組んだ。平成10年
に重要無形文化財（人間国宝）に認定
され、平成12年に紫綬褒章、平成15
年に日本芸術院賞など、数々の賞を受
賞し、平成27年日本芸術院会員に任命
される。また、長唄東音会の重要な一
員として、後継者の養成にも熱心に取り
組んでいる。
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僕は昭和3年に下
した

谷
や

区
く

の仲
なか

御
おか

徒
ち

町
まち

の生まれ。小学校1年の時に九
世西川扇蔵だった母が29歳の若さ
で急逝したのです。それでわずか
7歳で十世西川扇蔵を襲名しまし
た。学校が終わると一人で都電に
乗って、ほかの流派のお師匠さん
宅へお稽古に通うという小学生時
代でした。　　　　

戦時色が濃くなってきたのは、
明大付属中野中学の2年生の頃で
す。当時、着物は「贅沢品」という

ことで着ることも
できず、踊りのお
稽古などできるわ
けもありません。
壁にかけていた三
味線も「戦争して
いるのに何だそん
なものを飾って」
といわれるので、
見えないように布
で覆っていたほど
です。

戦局もいよいよ
悪化し、中学生の
僕も「勤

きん

労
ろう

動
どう

員
いん

」に
駆り出され、大森
にあるチタンの会
社でハンダ付けの
作業を行う毎日で
した。　　

そんな生活が続くなか、昭和20
年3月10日の大空襲で家が燃えて
しまい、住むところがなくなって
しまいました。それで、父の実家
の福島県二本松へ疎

そ

開
かい

すること
になったのです。ちょうど地元の
中学校で代用教員を探しており、
中学校を卒業したばかりでしたが
運良く採用されました。当時は僕
の1級上まで「学

がく

徒
と

動
どう

員
いん

」で戦争に
行っていたので、教師が不足して
いたのです。ですから帰京までの
2年間を教師として福島で過ごし
ました。東京と違って食べ物もあ
るし、のどかな生活だったのを覚
えています。

終戦後、東京へ戻り、明治大学
に入学しました。六世藤

ふじ

間
ま

勘
かん

十
じゅう

郎
ろう

先生に師事したのはその頃です。
まだ食糧事情も悪く、娯楽的なも
のは二の次の時代でしたが、よ
うやく踊りを再開できて、うれし

かったですね。
戦後は踊り一筋に邁進し、平成

11年には重要無形文化財保持者
（人間国宝）に認定され、平成21年
には旭日小綬章をいただくことが
できました。現在も、2、3年に一
度の頻度で外国公演を行っていま
す。その時は必ず着物を着て行き
ます。そして『ご覧のように着物
は運動に向きません。着物を着る
のは日本人が平和な民族だからで
す』とお話しすると外国の方も納
得されます。もう戦争はしちゃい
けない。「和装」というぐらいで、
着物は平和の象徴です。着物で踊
ることで、日本人は争いを好まな
い民族だということを次の世代や
世界中に伝えていきたいですね。

踊る時は、日本文化の結晶である着物を身につけます。
着物は平和の象徴です。本来、日本人は争いを好まない民族だと
いうことを次の世代へ継承していきたいです。

西
に し

川
か わ

 扇
せ ん

藏
ぞ う

 氏

日本舞踊家　市谷台町在住
昭和8年に初舞台を踏み、7歳で十世
西川扇藏を襲名。古典作品の的確な表
現に加え、新作の振り付けや上演でも実
力を発揮。平成11年に重要無形文化財
保持者（人間国宝）の認定をはじめ数々
の賞を受賞。公益財団法人日本舞踊振興
財団の理事長としても、日本舞踊の古典
発掘・研究・保存・伝承や海外活動を通
じて日本舞踊の国際化に尽力している。

聞き取り

昭和8年常磐津「かつを売り」 昭和13年「扇会」

23区のひとつである新宿区が
「平和宣言」をする意味を考えて
みました。区民一人ひとりが平穏
な心をもてば平和な区になります
ね。平和というのは諍

あらそ

いがなく、
人の心が落ち着いているというこ
とです。長唄や邦楽は人の心を和
ませることができます。四季のな
かで育まれた仁・義・礼・智・信
という日本人の心や文化を伝えて
いくことが我々の使命であり、意味
のある仕事です。良い舞台を提供
して、区民の皆さんの気持ちが平
穏になれば、新宿区を平和にする
ことにつながるのではないでしょ
うか。

戦争が始まったのは僕が5歳の
ときです。子どもでしたがラジオ
で聞いて「戦争が始まった」とはっ
きり分かりました。戦時中も最初
の頃は、むしろに火をつけて水で
消して「空襲ごっこ」で遊んだりし

てました。　　　
当時は、日本橋

の浪花町というと
ころに住んでいた
の で す。 町 全 体
が花柳界という環
境で、学校に行き
ながら毎日、近所
のお師匠さんの家
へ長唄のお稽古に
通っていました。

そのうち本物の
空襲が来るように
なり、そして昭和
20年3月10日のあ
の 東 京 大 空 襲 が
来ました。低空飛
行でB29が飛んで
きて、焼

しょう

夷
い

弾
だん

がバ
ラバラ落ちてきた

のが見えたのです。いよいよ逃げ
るというときに「これが見納め」と
思って見た玄関の光景が目に焼き
付いています。リヤカーに家財道
具を積んで、家の外に出ると右は
隅田川で左は日本橋です。左へ逃
げて、三井ビルの地下で、おにぎり
の炊き出しを食べたのを覚えてい
ます。右へ逃げた人はほとんど亡
くなりました。子どもなので悲壮
感はなく、不思議なことに怖いと
か自分が死んじゃうという感覚は
なかったですね。

焼け出された後、親戚を頼って
鎌倉へ疎

そ

開
かい

し、その年の8月15日
に鎌倉で終戦を迎えました。

僕は戦後、本格的に長唄を始め
て、大学卒業後に歌舞伎長唄の初
舞台を踏みました。優秀な人が
戦争に行って還ってこなかったの
で、僕らの上の世代は、ぽつぽつと
しか残っていません。名人といわ

れた人の芸を聴いてみたかったな
と思います。やはり戦争はいけない
と重ねて申し上げたいですね。

伝統芸能には日本の心と感性が
凝縮されています。子どもたちも
長唄や邦楽を聴くことで、四季を
愛でて、互いを敬い合う、そんな
良い日本人になって欲しいと思い
ます。

小学校4年生頃
鎌倉の鶴ヶ岡八
幡宮前で祖母と。

4歳ごろ
両親と。

長唄の世界でも優秀な人が戦争に行って還ってきませんでした。
名人といわれた人の芸を聴いてみたかったなと思います。
戦争をしてはいけませんね。

鳥
と

羽
ば

屋
や

 里
り

長
ち ょ う

 氏

歌舞伎音楽長唄唄方　矢来町在住
昭和26年に杵屋栄之助に入門し、昭和
49年に七世鳥羽屋里長を襲名。歌舞伎
音楽（鳴物）研修講師、歌舞伎音楽（長唄）
研修主任講師として後継者育成に努め
た。平成14年に重要無形文化財保持者
（人間国宝）認定、平成16年に旭日小
綬章を受章。一般社団法人長唄協会会
長、一般社団法人伝統歌舞伎保存会理
事を歴任し長唄振興に尽力している。

写真提供：(公財）新日鉄住金文化財団

聞き取り
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日本には世界に類を見ない素晴
らしい美の分野があります。それが

「工芸」です。工芸というと日常使用
する食器類などをイメージすると
思いますが、日本の工芸は、日常の
器から芸術の世界までの幅広い分
野を含んでいることが特徴です。
世界の中でも特殊な価値観の中か
ら生まれ育まれた日本の美です。

例えば、奈良時代の美の最高峰
が収蔵されている東大寺の正倉
院。ここに大切に伝えられてきた
宝物は、すべて工芸品といっても
過言ではありません。ところが明
治期に、絵画・彫刻を「美術」と呼
んで、「工芸」より上位とする西洋
の価値観を取り入れてしまいまし
た。ですから、今は日本美術とい
えば、真っ先に屏

びょう

風
ぶ

や仏像を思い
浮かべてしまうかも知れません。

しかし、千年以上にわたり日本の
文化の顔として、「工芸」は美の中
心にありました。日本美術は「工
芸」を軸に考えないと語れないの
です。工芸品には「使う」という条
件が外せません。現在は絵画とし
て分類されている屏

びょう

風
ぶ

や襖
ふすま

に描か
れた絵も、実は部屋の仕切りとし
て生活の中に存在していました。
日本の絵画は「使う」という意味で
は、工芸の一種であったわけです。

工芸の中でも私が専門としてい
る漆の分野は、その中心的存在で
す。漆は日本の山野に生育してい
るウルシノキの樹液を掻き取って
精製した天然塗料で、縄文時代早
期から現代に至るまで、日本人に
は欠くことの出来ない素材です。
ヨーロッパではかつて、日本の漆
器をジャパンと呼んでいたほど大

切にしており、現在でも日本の漆
芸を高く評価しています。これか
ら世界に出る若い人達が、現代ま
で伝えられている日本を代表する
文化の一つである、この美しい漆
文化を学び、語ることによって文
化交流が深まる。漆も平和外交に
結び付く重要なジャンルと言える
のではないでしょうか。

この漆に代表される工芸は、自
分勝手な造形をしてきたわけでは
なく、相手との関係を尊重し、社会
生活と密接に関わりながら美的表
現をしてきました。「生活の中に美
を求める」という価値観から生まれ
た芸術なのです。実はこの使う人
の立場を考えながら自らの美的感
覚を表現する日本の工芸文化の思
想、自己中心でなく相手の立場や
気持ちを大切にしながら自分を表
現する考え方こそが、平和な世界
を築くための知恵と言えます。

是非、次世代を担う若い人達が、
日本の工芸文化を通した価値観を
世界に広げ、平和な世界を目指し
ていただきたいと願っています。

日本の工芸文化と平和な心
寄 稿

私の家は徳川時代から続く能の
家で、庄内藩に仕え、明治維新の
時に東京へ出たようです。姉が一
人、兄が三人の末っ子で5歳の時
に父が他界、能を継いでいた二番
目の兄・清

きよし

に厳しく稽古をつけら
れました。7歳より能の子方を勤
めておりましたが、その頃はいや
でいやで逃げまわったものです。
幼少期は麹町の平河町や四谷の南

みなみ

伊
い

賀
が

町
ちょう

で過ごし、番町小学校卒業
のころ若葉に転居、四谷公園や西
念寺の広場でよく遊びました。

15歳頃でしたか、西念寺通りに
「喜よし」という寄席があり、そこの
息子さんがカメラを教えてくれた
りして誠に平和な時代でした。17

歳で家元の内弟子に入るも
結核（肺門リンパ腺炎）に罹
り、二年ほど療養生活を余
儀なくされました。

昭和18年、21歳で徴
ちょう

兵
へい

検
けん

査
さ

を受け、第
だい

三
さん

乙
おつ

種
しゅ

で翌
年召集、横須賀重砲兵連隊
の写真班に配属されまし
た。この隊にはいろいろ
な年齢、職業の人がいて、
30歳を超えた料亭の若旦
那や、大学生で後に庭師と
なった友人の小倉さんに
もここで会いました。銃は
40人に4挺しかないありさ
までしたが、懸命に訓練を
重ね、弱い体も少し丈夫に
なっていました。満

まん

州
しゅう

への
出兵を控えていましたが、私達は
急にわずか四か月で除隊。それか
らは軍属として陸

りく

軍
ぐん

軍
ぐん

需
じゅ

本
ほん

廠
しょう

・機
械班に勤務。男は二、三人で女性
職員がほとんどでした。上司が謡

うたい

の稽古をご所望になり、夜は袴を
はいて稽古に伺ったこともありま
した。終戦後は解約の補償のため、
経理少佐と大阪の企業を回り、そ
れで軍の仕事は解散となりました。

この間、若葉の家は空襲で焼け、
近くの西念寺に身を寄せておりま
した。住職であった西島義彦氏と
は懇意の間柄で何かとお世話にな
り、二人で暮らしました。私が外
で風呂を沸かすと近所の方々が入
りに来たりして、皆で助け合って
生きていました。同じ環境の下、
何もが平等で不思議と病人は少な
く、皆、一つの方向を向いて明る
く過ごしておりました。

西念寺が空襲にあった時は、あ
の広い本堂に畳の数だけ焼

しょう

夷
い

弾
だん

が
落ちてきたような気がしました。

懸命の消火も間に合いません。近
くの山田わか女史（社会思想家・
1879年～ 1957年）宅の地下に避
難しました。若かったこともあり
ますが、あの時は何でしょう、B29
の隊列を見上げたり、大切な文学
全集が焼けたのにそれをじっと見
ているしかない、ある種、諦

てい

観
かん

す
るような不思議な感覚がありまし
た。今思えば恐ろしいことばかり
ですが、それが日常でした。

終戦後、唯一残った染井の稽古
舞台でようやく能の公演をいたし
ました。人々も芸に飢えていたの
でしょう、いつも満員であったこ
とが深く印象に残っております。

四谷に住んで

三
み

川
か わ

 泉
い ず み

 氏

能シテ方　本塩町在住
大正11年、宝生流能シテ方の三川寿水
の四男として生まれる。昭和４年に宝生
流宗家の十七世宝生九郎重英に入門し、
同年初舞台を踏む。昭和20年からは、
野口兼資に師事。昭和56年から60年
まで、現在の一般社団法人日本能楽会
理事。平成15年、能シテ方の技法を高
度に体現し、かつ、これに精通している
として、重要無形文化財保持者（人間
国宝）の認定を受けた。
三川泉さんは平成28年2月13日に逝去
されました。ご冥福をお祈りいたします。

室
む ろ

瀬
せ

 和
か ず

美
み

 氏

漆芸家　下落合在住
東京藝術大学大学院修士課程で田口善
国に従事するとともに、漆芸作家であっ
た父・室瀬春二、松田権六の指導を受
け蒔絵を中心とする伝統的な漆芸技法
を習得した。平成 20年、重要無形文
化財保持者（人間国宝）の認定を受け、
同年、紫綬褒章を受章。

寄 稿

8歳の頃　右（兄）、左（従兄弟）と。 徴兵の時、家元、先輩、家族らの寄せ書き。
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名誉区民「平和への想い」を語る

ぼくは人を殺す戦争はきらいで
す。憎くもなんともない人を殺すの
は嫌なのです。死ぬのも嫌だった
けれど、もう94歳になると、そっち
のほうはどうでもよくなりました。

戦争はしないほうがいい。
一度戦争をしたら、みんな戦争

がきらいになりますよ。本当の戦
争を知らないから「戦争をしろ」と
か、「戦争をしたい」と考えるので
す。（中略）こんなことを言うと、

「アンパンマンはばいきんまんを
アンパンチでやっつけるじゃあな
いか。あれはどうなんだ」と反論
する人がいます。

アンパンマンの生みの親でも知られる、新宿区名誉区民：やなせたか
しさんは、平成25年10月13日に94歳で惜しくも亡くなられました。

やなせさんは、ご自身の戦争体験をとおして“平和”へのメッセージを
多く残されました。ここでは、株式会社やなせスタジオのご協力を得て、
その一部を紹介します。

ばいきんまんは人じゃなくてば
い菌です。しかも、やられたら「ば
いばいきーん」と言い残して去っ
ていきます。そして、また戻って
きて悪さをする。

アンパンマンとばいきんまん
は、食べ物とばい菌です。だから、
仲良くしてもらっては困るので
す。それでも、彼らはマンガの中
でともに生きています。（中略）

ぼくが言いたいのは、戦争にな
らないように、日頃からがんばっ
て、みんなが戦争なんてしなくて
すむ世の中にしよう、ということ
です。戦争をしなくていいんだ

から、軍隊なんていらなくなりま
す。でも、これはとても難しいこ
とですよ。（中略）

ぼくは、戦争の原因は「飢え」と
「欲」ではないか、と考えています。

腹が減ったから隣の国からとっ
てこようとか、領土でも資源でも
ちゃんとあるのにもっと欲しいと
か、そういうものが戦争につなが
るのです。

これは、生き物の生存本能だか
ら困ります。

動物でも人間でも同じことですよ。
ただ、人間は頭のいい生き物だ

から、なんとかできるのではない
か、と思うのです。

ぼくが『アンパンマン』の中で描
こうとしたのは、分け与えること
で飢えはなくせるということと、
嫌な相手とでも一緒にくらすこと
はできるということです。
「マンガだからできることだ」

「現実にはムリだ」なんて言わず
に、若い人たちが真剣に考えてく
れればうれしいです。

『ぼくは戦争は大きらい』
（小学館刊）より

やなせたかしさんと平和

やなせたかし 氏

平成16年、新宿区名誉区民になる。
その後、新宿区のこどもたちのために、
防犯マスコット「新宿シンちゃん」を寄
贈。他にも、四谷子ども園園歌、新宿
養護学校校歌を作詞・作曲する。
昭和15年に徴兵され、中国に出征し終
戦を迎えた。

戦争はね、絶対に嫌です。いま
のほとんどの人は戦争を知らない
から。映画に出てくるような、そん
な綺麗事じゃないんですよ。優し
くしてくれた従兄弟たちも、出征し
て還ってきませんでした。いまの
子どもたちは、自分とか家族の生
命がおびやかされるなんてことは
考えたことがないと思います。そ
れが戦争というものなんです。

私は昭和7年に、7人姉妹の末っ
子として生まれました。父は陸軍
の軍人でしたが、物心ついた頃に
は退役していました。イギリスに
単身赴任していたこともあって、
軍人の家庭なのに自由で開放的な
家風だったと思います。

開戦のときは9歳で、四谷の雙
葉小学校に通っていました。お箏

こと

のお稽古よりも学校のほうが楽し
いという小学生でしたね。　　　　

戦争が激しくなった昭和19年

に静岡の姉妹校へ
学
がく

童
どう

疎
そ

開
かい

すること
になりました。空

くう

襲
しゅう

警
けい

報
ほう

が出ると防
ぼう

空
くう

壕
ごう

に隠れるので
すが、上空をB29
が東京方面へ飛ん
で行くのが見える
んです。「グーッ
グーッ」という異
様な音はいまも耳
に残っています。
学校近くの畑を歩
いていたときに飛
行機から機

き

銃
じゅう

掃
そう

射
しゃ

されそうになっ
た こ と も あ り ま
す。マダム（先生）
が私をかばって長
い黒いドレスで隠

してくださったことは生涯忘れる
ことができません。

そして、ちょうど東京に戻って
きていて3月10日の大空襲を経験
しました。幸い自宅は戦火を逃れ
て翌日、神楽坂に行ってみたら下
町一帯が焼け野原に。まっ茶色な
その光景をただ呆然と見ていまし
た。当時はみんな生きているだけ
で精一杯で、感情を失っていたん
です。

それだけに終戦のときの開放感
は大きく「これで命の危険はなく
なった」とほっとしました。玉

ぎょく

音
おん

放
ほう

送
そう

を聞いた後で、花柄の半袖の
服に着替えたのを覚えています。

お箏
こと

を本格的に始めたのも戦後
のことです。戦時中は息を潜めて
いた演奏家たちが素晴らしい演奏
を披露して下さいました。いいも
のを沢山聴く機会に恵まれたこと
で、箏

そう

曲
きょく

の雅なのどかさに魅了さ

れ、この道を歩む決心をした様に
思います。

戦争中の3年間ほど怖いことは
もうないでしょう。あの恐怖を味
わったことで、それからの物事に
対する態度が違ってきたように思
います。　

甲府の疎開先に訪ねて
来た母と姉、姪たちと。
造り酒屋の樽の前で。

戦争は絶対に嫌です。戦争中の3年間ほど怖いことはもうない。
あの恐怖を味わったかどうかで、
それからの物事に対する姿勢が違ってきたと思います。

六代　山
や ま

勢
せ

 松
し ょ う

韻
い ん

 氏

箏曲演奏家　市谷在住
実姉が五代山勢松韻だったことで、幼
少より箏、長唄、日本舞踊を学ぶ。東
京藝術大学に進み、専攻科修了後はア
メリカのワシントン大学で客員教授と
して勤務。帰国後は積極的に芸術祭に
参加し、3度の芸術祭賞受賞、平成 9
年芸術選賞文部大臣賞。平成10年に
紫綬褒章を受章し、平成13年に重要
無形文化財保持者（人間国宝）に認定。
平成 20年日本芸術院会員に任命。平
成25年、文化功労者として顕彰された。

聞き取り

軍隊時代の
やなせたかし

©やなせたかし／フレーベル館・TMS・NTV

新宿シンちゃん
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メモリアルルームには、戦前の学校の様子を伝える写真や「学校だより」等の資料、学
がく

童
ど う

疎
そ

開
かい

の写真、修了証書等
が収蔵・展示されています。（メモリアルルームは今年度改修予定）

資料室には、学校創立時からの卒業アルバムをはじめ、戦前・戦後の教科書や学校運営関係の書類の綴
つづり

、学
がく

童
ど う

疎
そ

開
かい

時に使用した食器や写真等が収蔵・展示されています。

歴史資料室には、戦前の学校の様子や学
がく

童
ど う

疎
そ

開
かい

に関する写真資料、「修
しゅう

身
しん

」や「小学国語読本」などの教科書資料、
鉄かぶとや戦

せん

時
じ

債
さ い

券
け ん

など地域の方から寄せられた資料等が収蔵・展示されています。
資料室には、地域の方の作成した戦前や終戦直後の学校・子どもたちの様子のわかるパネルや学

がく

童
ど う

疎
そ

開
かい

の写真
等が収蔵・展示されています。

戸塚第二小学校牛込仲之小学校

落合第四小学校戸山小学校

歴史資料室 パネル展示戦前・戦後の学校運営関係の書類 綴
つづり

歴史資料室 全景「開校 30 周年頃（昭和 19 年）」・「終戦直後」の学校の様子を表すパネル展示

学
がく

童
どう

疎
そ

開
かい

専用列車への乗り込み（昭和 19 年）振
しん

鈴
れい

必
ひっ

勝
しょう

祈
き

願
がん

（氷川神社）（昭和 16 年）裁縫の授業（大正 15 年）

修了記念アルバム（昭和 19 年）學
がっ

級
きゅう

日誌（昭和 3 年）

授業風景（昭和 13 年）

疎
そ

開
かい

先
さき

（草津温泉）昭和 19 年

学
がく

童
どう

疎
そ

開
かい

　目白駅に向かって（昭和 19 年）土浦館（疎
そ

開
かい

先
さき

）での学習や食事の様子

修了證書（昭和 20 年）

慰
い

問
もん

袋
ぶくろ

体育の授業（大正12 年）

青空教室（昭和 20 年）

卒業寫
しゃ

眞
しん

帖
ちょう

（昭和 8 年）

防
ぼう

毒
どく

マスク

第一學
がっ

期
き

・第二學
がっ

期
き

成績 一
いち

覧
らん

表
ひょう

（昭和 18 年）
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モニュメントルームには、柏木小学校の前身である淀橋第一小学校・淀橋第七小学校に関係する戦前の学校や
子どもたちの様子を表す写真パネルや卒業アルバム、戦前・戦後の教科書等が収蔵・展示されています。

モニュメントルームには、西新宿小学校の前身である淀橋第三小学校と淀橋第六小学校に関係する戦前の写真
や教科書、学

がく

童
ど う

疎
そ

開
かい

の記録や写真、地域から寄せられた資料等が収蔵・展示されています。

　柏木小学校

西新宿小学校

淀橋第七尋
じん

常
じょう

小
しょう

学
がっ

校
こう

　校舎・正門（昭和 9 年写真帳より）

戦前の教科書
（明治44年・大正元年・同 3 年・6 年）

戦前の教科書（高
こう

等
とう

小
しょう

学
がく

国
こく

史
し

・高
こう

等
とう

小
しょう

学
がく

読
とく

本
ほん

）

武
ぶ

運
うん

長
ちょう

久
きゅう

 日章旗

学
がく

童
どう

疎
そ

開
かい

の思い出
淀橋第一小学校 80 周年記念誌より

国語・社会の教科書（昭和 31 年）

町会・隣組運動会（昭和16 年）

連
れん

合
ごう

国
こく

軍
ぐん

総
そう

司
し

令
れい

部
ぶ

指令書の綴
つづり

地理の授業風景（昭和 3 年頃）

終
しゅう

戦
せん

詔
しょう

書
しょ

奉
ほう

安
あん

所
じょ
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たゆまぬ平和への取組み

昭和60年12月10日、新宿区議会は「新宿区非核平和都市宣言に関する決議」を全会一致で決議しました。これ
を受けて新宿区は、昭和61年3月15日、すべての国の核兵器廃絶と世界の恒久平和の実現を希求して「新宿区平
和都市宣言」を行いました。

区は、平和都市宣言の趣旨を広く区民の皆さんに知っていただくため、さまざまな啓発事業を行うとともに、
平和を願う区民の意志をアピールするため、区内に平和のモニュメントを設置しています。

また、「平和首長会議」及び「日本非核宣言自治体協議会」に加盟し、世界の各都市とともに、世界の恒久平和と
核兵器の廃絶の取組を進めています。

ここでは、区の平和事業について紹介します。

親と子の平和派遣（平成27年8月・広島）

平和展（平成27年7～8月・区役所本庁舎ロビー）

平和コンサート（平成27年7月・歴史博物館講堂）
左が奧田さん

新宿区の平和事業

昭和61年8月に青年たちに戦争の悲惨さと平和の
尊さについて認識を深めてもらうため、青年を広島
と長崎に各5名派遣し、翌年の昭和62年には、女性を
広島と長崎に各5名派遣しました。

その後、昭和63年からは青年の平和派遣者と、5組
10名の母と子（小学校4年〜 6年）の平和派遣者が、
広島・長崎を1年毎に訪れました。平和13年からは、
現在の親と子（小学校4年〜中学校3年）の平和派遣
に変更し、毎年7組14人の親子を広島・長崎に交互
に派遣しています。

昭和61年8月の「ヒロシマ・ナガサキ原爆展」以
降、毎年区役所本庁舎ロビー等で平和展を行って
います。

区内の戦争被害を伝えるパネルや、戦争当時の実
物資料、平和首長会議の原爆ポスターなどを展示す
ることにより、戦争の悲惨さと平和の大切さを伝え
ています。

平成20年7月から、毎年平和展の開催期間中に新宿
歴史博物館講堂で、区内在住の奧田雅代さんによるバ
イオリンを中心としたコンサートを行っています。

毎年多くの方が参加して、美しい音楽を楽しみ、
平和の大切さを感じる時間を過ごしています。

■ 派遣先で参加すること・学ぶこと
広島:原爆死没者慰霊式並びに平和祈念式参列、

広島平和記念資料館見学、被爆校舎見学、
被爆体験講話、被爆碑めぐり　など

長崎:原爆犠牲者慰霊平和祈念式典参列、青少年
ピースフォーラム（長崎市主催の被爆体
験講話や平和学習の実施）、原爆資料館見
学、被爆校舎見学　など

■ 派遣実績（平成28年3月現在）
親（青年含む）：255人、子：170人（総計425人）

【内訳】
（1）	昭和61年
	 「青年の平和派遣」：青年10人

（2）	昭和62年
	 「女性平和派遣」：女性10人

（3）	昭和63年〜平成12年
	 （毎年5組10人の親子と5人の青年が対象）
	 「母と子の平和派遣」：親65人、子65人
	 「青年の平和派遣」：青年65人

（4）	平成13年〜平成27年
	 （毎年7組14人の親子が対象）
	 「親と子の平和派遣」：親105人、子105人

親と子の平和派遣

平和展

平和コンサート

忠
ちゅう

魂
こん

碑
ひ

（地域文化財・平和分野・新宿5丁目花園神社内）

私たちの身近にあって、まちの歴史や文化を物語
る「もの」や「場所」を未来に継承するため、平成23年
4月から「地域文化財制度」を創設し、戦争中の施設や
戦災に関する痕跡・記録など6件を地域文化財（平和
分野）として認定しています。（平成28年3月現在）

詳 細 は、区 ホ ー ム ペ ー ジ の 地 域 文 化 財 制 度
（https : //www.c i ty . sh in juku . lg . jp/kanko/
bunka02_000004.html）、地域文化財一覧（https://
www.city.shinjuku.lg.jp/content/000173574.
pdf）をご覧ください。

地域文化財（平和分野）制度
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たゆまぬ平和への取組み

「戦時下のこどもたち学
がく

童
どう

集
しゅう

団
だん

疎
そ

開
かい

」「戦災と新宿」
新宿歴史博物館常設展示

「戦後から平成　新宿のうつりかわり」
新宿歴史博物館常設展示

8月15日号
「広報しんじゅく」

平和特集号
（平成27年）

3月5日号
「黙とう呼びかけ」

平和マップ（地図面）

平和マップ（概要説明面）

今号の主な内容 「新宿力」で創造する、

やすらぎとにぎわいのまち

発行 新宿区　編集 区政情報課　（毎月５・15・25日発行）

〒160-8484 新宿区歌舞伎町1-4-1 03（3209）1111
ホームページ  http://www.city.shinjuku.lg.jp/
携帯電話版  http://www.city.shinjuku.lg.jp/m/ 携帯電話用二次元コード

しんじゅくコール
03（3209）9999 03（3209）9900

午前8時～午後10時（8月29日(土)は休みます）

第 号2148

聴覚に障害がある方で「ファックス番号のない記事」へのお問い合わせ・申し込みをご希望の際は、しんじゅくコール03(3209)9900をご利用ください。

★本紙は新聞折り込みでお届けしています。主な区立施設・駅・スーパー・新聞販売店などにも置いています。新聞を購読していない方には配達します。

平成27年（2015年）

新宿の未来のために
コラム

新宿区ホームページ「区長の部屋」で

写真日誌も公開しています

！

よ
し

ず
み

け
ん

い
ち

区
長

8 15
新宿いきいき体操にご参加を3 面

区立小学校一斉学校公開と
学校説明会

5 面

8 面 新宿クリエイターズ・フェ
スタのイベント シネ・フェ
スタ新宿2015

　今日8月15日、日本は終戦から70年目を迎えました。

　日本は東京大空襲や沖縄戦、広島・長崎への原爆投下な

ど、史上類を見ない惨事を経験し、一方ではアジア諸国など

に大きな被害を残しました。新宿区内でも空襲で多くの地

域が焼き尽くされて、がれきのまちと化しました。しかし、

これらの悲惨な出来事も遠い過去のものとなりつつあり

ます。

　戦後生まれの区民は8割を超え、戦争を体験された方は

減り続けています。平和な世界を築き上げるためには、私た

ち一人一人が常に平和の尊さを認識し、戦争がいかに多く

の悲しみをもたらすかを語り継いでいくことが必要です。

戦後70年の節目の今年、これまで以上に戦争と平和につい

て考え、二度と引き起こしてはならない戦争の悲惨さを語

り継いでいきましょう。

※2面では、区に寄せられた戦争体験記を掲載しています。

【問合せ】総務課総務係（本庁舎3階）（5273）3505・（3209）

9947へ。

平和都市宣言30周年記念事業
　区内学校の小学4年生～中学3年生を対象に、毎年「平

和のポスター」を募集しています。今年は1050点の応募

があり、最優秀賞6点・優秀賞20点・優良賞38点・佳作167

点を選びました。下表の日程でポスター展を開催し、区

役所本庁舎では最優秀賞・優秀賞・優良賞を、各特別出張

所では地域の子どもたちの作品を展示します。

【問合せ】教育支援課教育活動支援係（新宿コズミックセ

ンター4階）（3232）1054・（3232）1079へ。

会　場 日　程

区役所本庁舎1階ロビー 8月17日～28日

特
別
出
張
所

◆榎町（早稲田町85）、◆大久保（大久

保2―12―7）、◆落合第一（下落合

4―6―7）、◆落合第二（中落合4―

17―13）、◆柏木（北新宿2―3―7）

9月15日～29日

◆四谷（内藤町87）、◆笥町（笥町

15）、◆若松町（若松町12―6）、◆戸塚

（高田馬場2―18―1）、◆角筈（西新

宿4―33―7）

10月1日～15日

　被爆地への平和派遣

（2面で紹介）に参加した

親子で組織する「新宿区

平和派遣の会」と区の協

働で、平和派遣報告会・す

いとんの会など、さまざ

まな催しを実施してい

ます。詳しくは、広報しん

じゅく・新宿区ホームペ

ージ等でご案内します。

★平和を考える催しに

　参加しませんか

※時間は、いずれの会場も午前8時30分～午後5時（土・日曜日、祝日等

を除く。火曜日は午後7時まで。8月28日は午後3時まで）

▲
平

和
の

泉
・
平

和
祈
念

像

平和のポスター展
　国連が定めた国際平和年に当たる昭和61年、全ての国の

核兵器廃絶と世界の恒久平和の実現を願って、3月15日の区

成立記念日に行った「新宿区平和都市宣言」（右上参照）は、今

年度で30周年を迎えます。この記念の年に、戦争の悲惨さと

平和の大切さを次の世代に伝えていくため、区では、さまざ

まな平和関連事業を実施します。詳しくは、広報しんじゅく・

新宿区ホームページ等でご案内します。

平和のつどい（【会場】新宿文化センター）

28年3月21日～27日…「やなせたかしと平和展」パネ

ル展示

　新宿区の名誉区民・故やなせたかしさんの足跡や、作品を

通して、やなせさんが大切にしていた「平和」や「正義」をテー

マとしたパネルを展示します。

28年3月26日…子ども映画会

　お子さんにも楽しめる、やなせさんの作品を上映します。

28年3月27日…歌い継ぐ、語り継ぐ～平和の大切さ

　音楽や朗読を通して、平和の大切さを考える時間と空間を

共有します。

30周年記念誌の発行

　戦争の惨禍と平和の尊さを後世に語り継ぐために、戦争を

知る方による体験談、世代や国籍を超えて幅広い方々からの

平和へのメッセージ、被災し復興した土地の記憶としての戦

跡や文化財などを掲載した記念誌を、28年3月に発行します。


平

和
の

灯
・

　
平

和
都

市
宣

言
板

　平和を願う区民の意志をアピールするため、区役所本庁舎

前に「平和都市宣言板」「平和の灯」「平和の泉・平和祈念像」、新

宿中央公園（西新宿2―11）に「平和の鐘」、区の全ての施設に

「平和都市宣言板」を設置しています。

匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚垤匚
匚
匚
匚
匚
匚
匚
匚
匚
匚
匚
匚
匚
匚
匚
匚
匚
匚
匚

垤匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚匚垤匚
匚
匚
匚
匚
匚
匚
匚
匚
匚
匚
匚
匚
匚
匚
匚
匚
匚
匚

垤 新宿区平和都市宣言
　世界の恒久平和は、人類共通の願いである。

　私たちは、世界で唯一の核被爆国民として、自らも

戦火を受けた都市の住民として、戦争の惨禍を人々に

訴えるとともに、永遠の平和を築き、この緑の地球を、

次の世代に引き継ぐ責務がある。

　国際平和年にあたり、私たちは、人類の生存に深刻な

脅威をもたらす、すべての国の核兵器の廃絶を全世界

に訴え、世界の恒久平和の実現を心から希求し、ここ

に新宿区が、平和都市であることを宣言する。

　昭和61年3月15日

新宿区

戦 か終 ら

70

年

平和の尊さ 命の大切さ平和の尊さ 命の大切さ平和の尊さ 命の大切さ
語り継ごう語り継ごう語り継ごう

※
免
震
改
修
工
事
期
間
中
（

11月
中

旬
ま

で
）は

、区
役

所
本
庁

舎
の
平

和
の
泉
・

平
和

祈
念

像
・
平

和
の

灯
・
平

和
都

市
宣

言
板

に
仮

囲
い

を
設

置
し

て
い

ま
す

。

　
今

日

8月

15日
は

、
戦

後

70

年
目

の
終

戦
記

念
日
で
す

。
新

宿

区
は

、
昭

和

20年

4月
と

5月

の
爆

撃
で

区
内

の
ほ

と
ん

ど
が

焼
失

し
ま

し
た

。
戦

争
を

体
験

さ
れ

た
方

が
少

な
く

な
る

中
、

戦
争

が
も

た
ら

す
悲

惨
な

記
憶

を
、
世

代
を

超
え
て

受
け

継
い
で

い
き

た
い

と
思
い

ま
す

。
先

日
、

鹿
児

島
県

の
知

覧
町

に
特

攻
平

和
会

館
を

訪
れ

ま
し

た
。
自

ら

の
命

と
引

き
換

え
に

、
家

族
や

仲
間

を
守

る
た

め

に
青

年
た

ち
が

出
撃

し
て
い

っ
た

飛
行

場
の

跡

地
で

す
。
多

く
の

人
々

の
犠

牲
が

あ
っ
て

、
今

日

の
平

和
や

私
た

ち
の

命
が

紡
が

れ
て
い

る
と
い

う

こ
と

を
再

認
識

し
ま

し
た

。
▼

昨
今

、い
じ

め
や

虐
待

等
に

よ
り

若
者

の
生

命
が

損
な

わ
れ

た
と

い
う

ニ
ュ

ー
ス

が
増

え
て
い

ま
す

。
区

に
は

、
悩
み

を
抱

え
た

青
少

年
の

相
談

窓
口

も
開

設
し
て
い

ま
す

の
で

、
苦

し
い

時
に

は
駆

け
込

ん
で

き
て

く

だ
さ
い
。
そ

し
て
、
せ

っ
か

く
生

ま
れ
て
き

た
生

命

を
大

切
に

次
の

時
代

へ
と
つ

な
い
で
い

き
た
い

と

思
い

ま
す

。
本

年
度

は
、「

新
宿

区
平

和
都

市
宣

言
」
か

ら

30周
年

を
迎

え
る

に
あ

た
り

、「
平

和
都

市
宣

言

30周
年

記
念

誌
」
の

発
行

に
向

け
て

準
備

を
進

め
て
い

ま
す

。
記

念
誌

に
は

、
戦

争
の

記
憶

を
継

承
す

る
た

め
に

区
民

の
皆

様
の

体
験

談
や

資
料

を
お

寄
せ
い

た
だ

き
、
掲

載
し

ま
す

。
そ

し

て
、
区

民
の

皆
様

と
改

め
て

平
和

へ
の

思
い

を
共

有
し

、「
新

宿
区

平
和

都
市

宣
言

」
の

理
念

を
普

及

し
て
ま
い
り

ま
す

。
▼

さ
て

、
新

宿
ク

リ
エ

イ
タ

ー

ズ
・
フ

ェ
ス

タ

2

0

1

5が

21日
か

ら
始

ま
り

ま

す
。
地

元
企

業
の

協
賛

と
商

店
街

の
皆

様
の

ご
協

力
の

も
と

、
官

民
一

体
と

な
っ
て

新
宿

を
盛

り
上

げ
る

イ
ベ

ン
ト

と
し
て

5回
目

を
迎

え
ま

し
た

。

今
年

も
著

名
な

ア
ー

テ
ィ
ス

ト
の

作
品

展
や

イ

ベ
ン

ト
を

お
楽

し
み
い
た

だ
け

ま
す

。
す
で
に

、
一

部
の

イ
ベ

ン
ト

が
先

行
開

催
さ

れ
、
制

作
過

程
か

ら
公

開
し
て
い

る
新

宿
中

央
公

園
の

約

50ト
ン

の
砂

像
の

ゴ
ジ

ラ
も

完
成

に
近

づ
い
て
い

ま
す

。

東
京

都
健

康
プ

ラ
ザ

ハ
イ

ジ
ア
で

は
、
中

東
や

福

島
県

の
子

ど
も

の
ア

ー
ト

作
品

も
展

示
さ

れ
ま

す
。
そ

の
ほ

か
、
神

楽
坂

、
中

井
、
市

ヶ
谷

な
ど
で

サ
テ

ラ
イ

ト
会

場
を

設
置

し
、
区

内
各

所
で

ア
ー

ト
を

お
楽

し
み
い

た
だ

け
ま

す
。
夏

休
み

の
思
い

出
づ

く
り

に
、
ぜ
ひ
会

場
へ

お
越

し
く

だ
さ
い
。

神田川ファンクラブ新規会
員を募集

2 面

　　　　　　新宿区役所本庁舎・第１分庁舎・第２分庁舎の代表電話は  03（3209）1111、新宿区ホームページは  http://www.city.shinjuku.lg.jp/ です。　　　　　　　　　　　 区役所本庁舎の駐車場は、免震改修工事のため利用できません。代替駐車場として新宿サブナード地下駐車場がご利用いただけますが、できるだけ公共交通機関をご利用ください。

（5）第 2132号　平成27年（2015年）3月5日発行 平成27年（2015年）3月5日発行　第 2132号（4）

　
笥
地
区
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

【
日
時
】

3月

21日

午
前

10時
～
午

後

3時

【
会

場
】
牛

込


笥
地

域
セ

ン
タ

ー
・

牛
込

笥
区
民
ホ
ー
ル
（

笥
町

15）

【
主

催
・
問

合
せ

】


笥
町

管
内

町
会

連
合

会
事

務
局
（


笥

町
特

別
出

張

所
内

）

（

3
2
6
0）

1
9
1
1へ

。

聴
覚

障
害

者
向

け
講

演
会

「
近
代

聾
史
（

ろ
う

し
）入

門
」

【
日
時
】

3月

10日

午
後

6時

30分

～

8時

30分

【
対
象
】
区
内
在
住
で
聴
覚
に
障
害
が

あ
る
方
と
家
族
ほ
か

【
内

容
】
聾

史
や

手
話

通
訳

制
度

の

成
り

立
ち

を
解

説
（

講
師

は
當

間

正
敏
・
日
本
聾
史
学
会
会
長
）

【
会

場
・
申

込
み

】
当

日
直

接
、
区

立

障
害

者
福

祉
セ

ン
タ

ー
（

戸
山

1―

22―

2）

（

3
2
3
2）

3
7
1
1・


（

3
2
3
2）

3
3
4
4へ

。

手
話

講
習

会

【
日
時
】

5月

12日
～

28年

3月

1日

の
火

曜
日

、
午

後

6時

30分
～

8時

30分
、
全

40回
（
日
曜
日
に
開
催
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
）

【
コ

ー
ス
・
対

象
・
内

容
】
区

内
在

住
・

在
勤
・
在
学
の

15歳
以
上
で
、
年
間
を

通
し

て
参

加
で

き
る

方
（

18歳
未

満

は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
）

▼
初

級
…

初
め

て
手

話
を

学
ぶ

方
、

60名

▼
中
級
（
日
常
会
話
）
…
初
級
修
了
程

度
、

40名

▼
上

級
（

手
話

通
訳

者
と

し
て

の
実

践
的

技
術

の
向

上
）
…

中
級

修
了

程

度
ま
た
は
学
習
歴

2年
以
上
、

20名

▼
通
訳
（
応
用
技
術
）
…
学
習
歴

3年

以
上

で
、
講

習
会

修
了

後
に

新
宿

区

登
録

手
話

通
訳

者
試

験
を

受
験

し
、

区
内

で
手

話
通

訳
者

と
し

て
今

後
、

活
動
し
た
い
方
、

10名

※
中

級
、
通

訳
コ

ー
ス

は

4月

14日


、
上

級
コ

ー
ス

は

4月

21日


午

後

6時

30分
か

ら
試

験
（

手
話

の
表

現
・
読
み
取
り
）
を
実
施
し
ま
す
。

※
初
級
コ
ー
ス
は

4月

21日

午
後

6時

30分
か
ら
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
ま
す
。

【
費
用
】
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

【
会

場
・
申

込
み

】
往

復
は

が
き

に

4

面
記

載
例

の
ほ

か
年

齢
、
希

望
コ

ー

ス
と

手
話

学
習

年
数

、
在

勤

･在
学

の
方
は
勤
務
先
ま
た
は
学
校
の
名
称

・
所

在
地

を
記

入
し

、

3月

31日


（
消
印
有
効
）
ま
で
に
区
立
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ

ー
（

〒

1
6
2・

0
0
5
2

戸
山

1―

22―

2）（

3
2
3
2）

3

7
1
1・（

3
2
3
2）

3
3
4
4へ

。

工
作

会


小
型
ブ
ー
メ
ラ
ン
作
り

【
日
時
】

3月

21日

午
前

11時
～

11

時

45分

【
対
象
】

5歳
以
上
、

20名

【
会

場
・
申

込
み

】
事

前
に

電
話

ま
た

は
直

接
、
こ

ど
も

図
書

館
（

大
久

保

3―

1―

1、
旧

戸
山

中
学

校
）


（

3
3
6
4）

1
4
2
1へ

。先
着
順
。

子
ど

も
映

画
会

【
日
時
】

3月

21日

午
後

3時
～

4時

【
対
象
】
小
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者
、

30名

【
上

映
作

品
】「

10＋

1ぴ
き

の
か

え

る
」「
眠
れ
ぬ
夜
の
小
さ
な
お
話
～
ネ

コ
ク
ン
と
星
ク
ン
の
お
話
」

【
会
場
・
申
込
み
】
当
日
直
接
、
西
落
合

図
書

館
（

西
落

合

4―

13―

17）


（

3
9
5
4）

4
3
7
3へ

。先
着
順
。

し
ん

じ
ゅ

く
女

性
団

体
会

議

新
規

会
員

を
募

集

　
女
性
団
体
相
互
の
連
携
と
女
性
の

エ
ン

パ
ワ

ー
メ

ン
ト
（

自
ら

意
思

決

定
し
行
動
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
）
を
目
指
し
、
年
間
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
講
座
や
日
帰
り
研
修
な
ど
を
実
施

し
て

い
ま

す
（

現
在

10団
体

で
活

動
）
。
定

例
会
（

原
則

と
し

て
偶

数
月

の
第

3金
曜

日
）
に

1年
を

通
し

て

出
席

し
て

い
た

だ
き

ま
す
（

出
席

者

は
団
体
の
代
表
者
で
な
く
て
も
可
）
。

【
対
象
】
次
の
全
て
に
該
当
す
る
団
体

▼
区

内
を

拠
点

に

2年
以

上
、
女

性

の
地
位
向
上
と
一
般
的
な
教
養
を
高

め
る
活
動
を
継
続
し
て
い
る

▼

20名
以

上
で

構
成

し
、
半

数
以

上

が
女
性
か
つ

8割
以
上
が
区
内
在
住

【
問

合
せ

】
男

女
共

同
参

画
課
（

荒
木

町

16、
ウ
ィ
ズ
新
宿
内
）

（

3
3
4

1）

0
8
0
1へ

。

4月
か
ら
参
加
を

希
望

す
る

団
体

は
、

3月

18日


ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ラ
ン

チ
タ

イ
ム

コ
ン

サ
ー

ト


華
や
か
な
姉
妹
バ
イ
オ
リ
ン

　
デ
ュ
オ
の
音
色
を

【
日
時
】

3月

11日

午
後

0時

15分

～

1時

15分
（
正
午
開
場
）

【
プ

ロ
グ

ラ
ム

】
中

田
章
「

早
春

賦
」
、

サ
ラ
サ
ー
テ
「
ナ
ヴ
ァ
ラ
」
ほ
か
。
出

演
は
中
村
ゆ
か
里
・
中
村
里
奈
（
バ
イ

オ
リ
ン
）
、
佐
久
間
晃
子
（
ピ
ア
ノ
）

【
会
場
・
申
込
み
】
当
日
直
接
、
新
宿
文

化
セ

ン
タ

ー
（

新
宿

6―

14―

1）


（

3
3
5
0）

1
1
4
1へ

。

4歳

か
ら
入
場
可
。
途
中
入
退
場
自
由
。

サ
ン
デ
ー
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

【
日
時
】

3月

15日

午
後

2時
～

2

時

50分

【
プ

ロ
グ

ラ
ム

】
モ

ー
ツ

ァ
ル

ト
「

バ

イ
オ
リ
ン
と
ビ
オ
ラ
の
た
め
の
二
重

奏
」
、
い

ず
み

た
く
「

見
上

げ
て

ご
ら

ん
夜
の
星
を
」
ほ
か
。
出
演
は
ア
キ
リ

コ
（

バ
イ

オ
リ

ン
・
皆

上
晶

子
、
ビ

オ

ラ
・
塙
亜
里
子
）

【
会
場
・
申
込
み
】
当
日
直
接
、
区
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー
（
西
新
宿

2―

11―

4、
新

宿
中

央
公

園
内

）

（

3
3
4
8）

6

2
7
7へ

。
先
着

70名
。

落
合

第
一

地
域

セ
ン

タ
ー

ま
つ

り


ビ
バ
！
お
ち
あ
い

【
日
時
】

3月

14日

午
前

10時
～

午

後

3時

30分
（
イ
ベ
ン
ト
に
よ

り
開

催
時
間
が
異
な
り
ま
す
）

【
内

容
】
地

域
の

皆
さ

ん
の

演
芸

、
人

形
劇
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
野
菜

の
販

売
、
模
擬
店
ほ
か

【
会

場
・
問

合
せ

】
落

合
第

一
地

域
セ

ン
タ

ー
（

下
落

合

4―

6―

7）


（

3
9
5
4）

1
6
1
1へ

。

と
つ

か
地

区
協
フ
ェ
ス

タ


あ
な
た
と
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

【
日
時
】

3月

15日

午
前

10時
～

午

後

4時

【
会

場
】
戸

塚
地

域
セ

ン
タ

ー
（

高
田

馬
場

2―

18―

1）

【
内
容
】
戸
塚
地
区
協
議
会
の
活

動
報

告
と

意
見

交
換

会
、
花

の
種

の
無

料

配
布
、
食
生
活
チ
ェ
ッ
ク
ほ
か


同
時
開
催

　
戸
塚
地
域
福
祉
見
本
市

【
内

容
】
井

戸
端

ト
ー

ク
（

福
祉

、
環

境
、
防
災
・
防
犯
が
テ
ー
マ
の
対

話
集

会
）
ほ
か

【
問
合
せ
】
戸
塚
地
区
協
議
会
事

務
局

（
戸

塚
特

別
出

張
所

内
）

（

3
2
0

9）

8
5
5
1へ

。

四
谷

地
域

セ
ン

タ
ー

ふ
れ

あ
い
祭

【
日
時
】

3月

22日

午
前

10時
～

午

後

3時

【
内
容
】歌

等
の
ス
テ
ー
ジ
、子

ど
も
向

け
映
画
会
、お

茶
会
、餅

つ
き
、作

品
展

示
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
喫
茶
「
夢
」

【
会

場
・
問

合
せ

】
四

谷
地

域
セ

ン
タ

ー
（
内
藤
町

87）

（

3
3
5
1）

3
3

1
4へ

。

い
き
い
き

ウ
オ

ー
ク

新
宿


四
谷
寺
町
と
神
宮
外
苑
め
ぐ
り

【
日
時
】

3月

18日

午
前

9時

10分

～

9時

30分
に
四
谷
地
域
セ
ン

タ
ー

（
内

藤
町

87）
集

合
、
正

午
に

四
谷

見

附
公

園
（

四
谷

1―

12）
で

解
散
（

雨

天
実
施
）

【
対
象
】
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
初
級
者

【
内
容
】
歩
き

方
教
室
と

約

3.5㎞
の

ウ

オ
ー
キ

ン
グ

【
持

ち
物

】
飲

料
水

、
帽

子
、
タ

オ
ル

、

雨
具

。
運

動
靴

と
動

き
や

す
い

服
装

で
手
が
自
由

に
な
る
よ

う
に
し
て

く

だ
さ
い
。

【
共
催

】

N
P
O法

人
新
宿
区

ウ
オ
ー

キ
ン
グ

協
会

【
申
込
み

】
当
日
直

接
、
集
合

場
所
へ
。

【
問
合
せ

】
健

康
推
進

課
健
康
事

業
係

（
第

2分
庁

舎
分

館

1階
）

（

5
2

7
3）

3
0
4
7へ

。

※
約

8㎞
を

歩
く
レ

ガ
ス
新
宿

の
健

康
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
が

3月

14日


に

行
わ
れ

ま
す
。
詳
し

く
は
、
新
宿

未
来

創
造
財

団

（

3
2
3
2）

5
1
2
1

へ
。

北
新

宿
第

二
地

域
交

流
館

の

催
し

　
区
内
在
住

の

60歳
以
上

が
対
象
で

す
。

①
血
管
年
齢

測
定
会

【
日

時
・
定

員
】

3月

20日


午
後

2

時
～

3時

30分
（

20名
）

【
内
容
】
測
定

値
か
ら
生

活
習
慣
を

見

直
す
（
講

師
は
野

口
良
・
保

健
師
）

②
初
め
て

の
タ
ブ

レ
ッ
ト
体

験
講
座

【
日

時
・
定

員
】

3月

26日


午
後

2

時
～

4時
（

20名
）

【
内
容

】
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
検
索

ほ
か

（
講
師

は
橋
本

光
洋
・
携

帯
電
話
ア

ド

バ
イ
ザ
ー
）

※
機
器
は
会

場
で
用
意

し
ま
す
。

③
ら
く
ら
く

ロ
コ
モ
体

操

【
日

時
・
定

員
】

4月

9日
～

6月

25

日
の

木
曜

日
午

後

1時

30分
～

3

時
、
全

12回
（

16名
）

【
内
容
】
膝
や

腰
の
痛
み

を
予
防
す

る

ゆ
る
や

か
な
ス

ト
レ
ッ
チ

運
動

④
の
び

の
び
ス

ト
レ
ッ
チ

体
操

【
日

時
・
定

員
】

4月

10日
～

6月

26

日
の

金
曜

日
午

前

10時
～

11時

30

分
、
全

12回
（

16名
）

【
内
容
】
身
体

の
柔
軟
性

を
保
つ
た

め

の
ス
ト

レ
ッ
チ

運
動

⑤
も
り

も
り
筋

力
ア
ッ
プ

体
操

【
日

時
・
定

員
】

4月

11日
～

7月

4

日
の

土
曜

日
午

前

10時
～

11時

30

分
、
全

12回
（

16名
）

【
内
容
】
膝
や

腰
の
痛
み

を
予
防
す

る

筋
力

ア
ッ
プ

運
動

※
③

④
⑤

の
講

師
は

島
田

浩
美
（

介

護
予

防
運
動

指
導
員

）

…
…
…
〈

以
下

共
通
〉
…

…
…

【
会

場
・
申

込
み

】
▼

①
は

事
前

に
電

話
ま

た
は

直
接

、
北

新
宿

第
二

地

域
交

流
館

（
北

新
宿

3―

20―

2）


（

5
3
4
8）

6
7
5
1へ

。
先

着

順
。
▼

②
③

④
⑤

は

3月

18日


ま

で
に

電
話

ま
た

は
直

接
、
同

館
へ

。

応
募

者
多
数
の

場
合
は

抽
選

。

i

P

a

d講
座
「
写

真
関

連

ア
プ

リ
を

使
っ

て
み

よ
う

」

【
日

時
】

3月

22日


午
後

2時
～

3時

30分

【
対

象
】
中
学

生
以
上

、

15名

【
内

容
】

i
P
a
dの

基
本

操
作

、
写

真
の

加
工

や
整

理
の

た
め

の
ア

プ

リ
を
体

験

※
機

器
は
会

場
で
用

意
し
ま
す
。

【
会

場
・
申

込
み

】

3月

6日


か
ら

電
話

ま
た

は
直

接
、
西

落
合

図
書

館

（
西

落
合

4―

13―

17）

（

3
9
5

4）

4
3
7
3へ

。
先

着
順
。

映
画

会
「

中
町

シ
ネ
マ
」

【
日

時
】

3月

22日


午
後

2時
～

3時

45分

【
会

場
】
中

町
地

域
交

流
館
（

中
町

25）

【
上

映
作

品
】「

チ
ャ

ッ
プ

リ
ン

の
黄

金
狂
時

代
」（

1
9
2
5年

・
字

幕
）

【
申

込
み

】
事

前
に

電
話

ま
た

は
直

接
、
中

町
図

書
館
（

中
町

25）

（

3
2

6
7）

3
1
2
1へ

。
先

着

30名
。

中
高

生
向

け
プ

レ
カ

レ
ッ

ジ

「
仕

事
の

現
場

を
見

に
行

こ
う

」

【
日

時
】

3月

26日


午
後

2時
～

4

時

【
対

象
】
中

学
生
・
高

校
生

、

40名

【
内

容
】「

ド
ラ

ゴ
ン

ク
エ

ス
ト

」「
フ

ァ
イ

ナ
ル

フ
ァ

ン
タ

ジ
ー

」
な

ど
を

手
掛

け
る

㈱
ス

ク
ウ

ェ
ア
・
エ

ニ
ッ

ク
ス

本
社
（

新
宿

6―

27―

30）
を
訪

問
（

現
地

集
合
・
解

散
）

【
申

込
み

】
事

前
に

電
話

ま
た

は
直

接
、
戸

山
図

書
館
（

戸
山

2―

11―

101）

（

3
2
0
7）

1
1
9
1へ

。
先

着
順
。

朗
読

会


春

が
テ

ー
マ
の

文
芸

作
品

【
日

時
】

3月

27日


午
後

2時
～

3

時

30分

【
会

場
】
北

新
宿

生
涯

学
習

館
（

北
新

宿

3―

20―

2）

【
上

演
作

品
】
芥

川
龍

之
介
「

魔
術

」
、

宮
本

輝
「

夜
桜

」
ほ

か
（

朗
読

は
阿

部

俐
奈

、
三

上
実

枝
子

／
日

本
朗

読
文

化
協

会
）

【
申

込
み

】
事

前
に

電
話

ま
た

は
直

接
、
北

新
宿

図
書
館
（

北
新

宿

3―

20

―

2）

（

3
3
6
5）

4
7
5
5へ

。

先
着

30名
。

中
高

年
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
体

験
会

【
日

時
・
会

場
】

▼

3月

8日
～

29日
の

日
曜

日
午

前

10時
～

12時
…

よ
つ

や
運

動
広

場

（
四
谷

1―

1）
、
清

水
川

橋
公

園
（

下

落
合

1―

1）

▼

3月

9日
～

30日
の

月
・
水
・
金

曜

日
午

前

9時

30分
～

12時
…

都
立

戸

山
公

園
い

き
い

き
広

場
（

箱
根

山
地

区
、
戸

山

3―

2）

【
対

象
】
区

内
在

住
・
在

勤
の

お
お

む

ね

50歳
代

～

70歳
代

【
内

容
】
基

礎
か

ら
指

導
。
動

き
や

す

い
服

装
・
運

動
靴

で
お

い
で

く
だ

さ

い
。
用

具
は

貸
し
出

し
ま
す

。

【
主

催
・
申

込
み

】
電

話
で

3日
前

ま

で
に

区
ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
協

会
・
嘉

藤


（

3
2
0
3）

1
4
2
5へ

。
各

日

先
着

10名
。

春
季

合
気

道
体

験
会

【
日

時
】

4月

5日


午
後

1時
～

4

時

【
会

場
】
新

宿
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー

（
大

久
保

3―

5―

1）

【
対

象
】

6歳
～

65歳
、

30名

【
内

容
】
受

け
身
、
基

本
技

、
護

身
術

【
主

催
・
申

込
み

】
電

話
で

区
合

気
道

連
盟
・
島

田

（

3
2
0
0）

0
5
1

6（
午

前

10時

30分
～

午
後

5時
）

へ
。
先

着
順
。
当

日
会

場
で
も

受
け

付

け
ま
す

。

新宿エコ自慢ポイント 上位者を表彰

新
宿

N

P

O協
働

推
進

セ
ン
タ

ー
の

催
し

私
た

ち
一

人
ひ

と
り
の
役

割
と

出
番

を
考

え
る

①講座・催し名

②〒・住所

③氏名（ふりがな）

④電話番号

（往復はがきには、

返信用にも住所・

氏名）

講座・

催し等の

申し込み

※あて先は各記事の

申し込み先へ。

※費用の記載のない

ものは、原則無料。

はがき・ファックスの記載例

★新宿エコ自慢ポイントとは★

　買い物の際にマイバッグを持ってレジ

袋を辞退したり電気の使用量を削減する

など、日ごろのエコな活動をポイント化

し、「新宿エコ自慢ポイント登録カード」に

貯めていく仕組みです。

見 本

　3月14日開催の「第8回 新宿エコワン・グランプリ」表彰式で、新宿エコ自

慢ポイントの年間上位者を表彰します。「エコ活動ポイント」「節電ポイント」の

年間上位者各５名（下表）は、登録カードをお持ちの上、3月14日午後0時30分

までに、環境学習情報センター（西新宿2―11―4、新宿中央公園内）へおいで

ください。

※ポイント上位者に個別にお知らせはしません。当日おいでになれない方は、

3月17日以降、ごみ減量リサイクル課で記念品を差し上げます（3月31日

まで）。

※ポイントは、ホームページ（http://jcsns.receptorinc.com/shinjuku/

index.php）でご確認いただけます。詳しくは、お問い合わせください。

【問合せ】新宿区３Ｒ推進協議会事務局（ごみ減量リサイクル課ごみ減量計画係

（本庁舎7階）内）（5273）3318・（5273）4070へ。

パソコン教室名 主な内容
日程

★B～Jは２日制
クラス

A ためして
　 パソコン

無料体験
①4月1日 午前・午後

②5月1日 午前・午後

B 初めての
　パソコン

スイッチの入れ
方から文字入
力の練習まで

①4月2日～3日 午前・午後

②5月7日～8日 午前・午後

C ワード初級
文字入力、文書
作成の基本操作

①4月6日・13日 午前・午後

②5月12日・19日 午前・午後

D ワード中級
文章の編集、
図形描画

①4月15日～16日 午前

②5月20日～21日 午後

E ワード応用
文書編集
テクニック、
図形の活用

①4月22日～23日 午前

②5月27日～28日 午後

F エクセル初級 基本操作
①4月7日・14日 午前・午後

②5月11日・18日 午前・午後

G エクセル中級
機能の活用

（グラフ・カレン
ダー作成）

①4月15日～16日 午後

②5月20日～21日 午前

H エクセル応用
関数機能（住所
録編集・スケジ
ュール表作成）

①4月22日～23日 午後

②5月27日～28日 午前

I インターネット・
メール入門

基礎から
①4月20日～21日 午前

②5月25日～26日 午後

J デジカメ活用 写真の編集
①4月20日～21日 午後

②5月25日～26日 午前

　
昭

和

20年
（

1
9
4
5年

）

3月

10日
の

東
京

大
空

襲
で

は
、
一

夜
に

し
て

約

10万
人

と

も
い

わ
れ

る
尊

い
命

が
失

わ

れ
ま
し
た
。

　
東

京
大

空
襲

を
は

じ
め

戦

災
で

亡
く

な
ら

れ
た

方
を

追

悼
す

る
と

と
も

に
、
世

界
の

恒

久
平

和
を

願
い

、

1分
間

の
黙

と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
日

時
】

3月

10日


午
後

1

時

【
問

合
せ

】
総

務
課

総
務

係
（

本

庁
舎

3階
）

（

5
2
7
3）

3

5
0
5・


（

3
2
0
9）

9
9

4
7へ

。


シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
大
介
護
時
代
」
を

　
乗
り
切
る
た
め
の
「
支
え
合
い
」

【
日
時
】

3月

21日

午
後

1時

30分

～

4時

【
内

容
】
▼

基
調

講
演
「

介
護

保
険

制

度
改
正
下
で
の
私
た
ち
一

人
ひ

と
り

の
役
割
と
出
番
を
考
え
る
」（

奈
良

環

／
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
志
縁
社

会
創

造
セ

ン
タ
ー
支
え
合
い
の
仕
組

み
づ

く
り

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

▼
事

例
紹

介
（

牧
野

史
子

／

N
P
O

法
人

介
護

者
サ

ポ
ー

ト
ネ

ッ
ト

ワ

ー
ク
セ
ン
タ
ー
・
ア
ラ
ジ
ン

理
事

長
、

樋
口
蓉
子
／

N
P
O法

人
お

で
か

け

サ
ー
ビ
ス
杉
並
理
事
長
）

▼
ト

ー
ク

セ
ッ

シ
ョ

ン
（

パ
ネ

リ

ス
ト

…
奈

良
環

、
牧

野
史

子
、
樋

口

蓉
子

、
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
…

山
下

馨
／
新
宿
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
協

議
会
代
表
理
事
）

【
費
用
】

500円
　

【
定
員
】

50名


新

宿

N

P

O活
動

基
礎

講
座

「
今
こ
そ

あ
な
た
の

地
域

デ
ビ
ュ
ー

」

【
日

時
】

4月

4日

・

11日


午
後

1時

30分
～

3時

30分
（
全

2回
）

【
対
象
】
社

会
貢
献

活
動

を
行

っ
て

い

る
方

、
こ

れ
か

ら
始

め
よ

う
と

思
っ

て
い
る
方

、
各

回

20名

【
内

容
】
▼

し
て

ほ
し

い
こ

と
・
で

き

る
こ
と
体

験
ゲ
ー

ム

▼
自

身
の

棚
卸

し
と

地
域

活
動

参

加
の

イ
メ

ー
ジ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ
（

自

分
自

身
の

強
み

と
弱

み
、
地

域
社

会

で
し

た
い

こ
と

や
夢

の
洗

い
出

し

ほ
か

）
。
講

師
は

奈
良

環
（

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

志
縁

社
会

創
造

セ
ン

タ
ー

支

え
合

い
の

仕
組

み
づ

く
り

ア
ド

バ

イ
ザ
ー

）

【
費
用
】
各
回

千
円

〒160-0022 新宿7―3―29

新宿ここ・から広場しごと棟

（3209）3181・（3209）4288

新宿区シルバー

人材センター
4月からの教室

3月

10日
は

東
京

都
平

和
の

日

黙黙黙黙黙黙
とととととと
うううううう
にににににに

ごごごごごご
協協協協協協
力力力力力力
をををををを

　
セ

ン
タ

ー
の

会
員

が
講

師

で
す

。
見

学
も

で
き

ま
す
。


パ
ソ

コ
ン
教

室

【
日
時
・
内
容

等
】
右

表
の
と

お

り
。
▼

午
前
ク

ラ
ス

は

9時

30

分
～

午
後

0時

20分
、
▼

午
後

ク
ラ
ス

は

1時
～

3時

50分

【
対

象
】
区

内
在

住
・
在

勤
で

A

Bは
パ

ソ
コ

ン
未

経
験
の

方
、

C
D
Eは

文
字

入
力

が
で

き

る
方

、

F～

Jは
キ

ー
ボ
ー

ド

・
マ

ウ
ス

の
操

作
が

で
き

る

方
、
各

教
室
各

ク
ラ

ス

8名

【
費

用
】

Aは
無

料
、

Bは

3千

500円
、

C～

Jは

4千

500円

（
テ

キ
ス

ト
代
を

含
む

）


小

学
生
学

習
教

室

　
区

内
の

小
学

校
に

通
う

新

5～
６

年
生

が
対

象
で
す
（

各

学
年

8名
）
。

【
日
時

】
▼

5年
生
…

水
・
金

曜

日
、
▼

6年
生

…
火
・
木

曜
日

、

い
ず

れ
も

午
後

4時

30分
～

6時

【
内

容
】
国

語
・
算

数
。
教

員
経

験
者

が
個

別
指
導

【
費

用
】
月

7千
円
（

ほ
か

に
教

材
費

と
し
て

年

3千
円

）


書

道
教

室

【
日

時
】

4月
～

7月
の

月

2

回
月

曜
日

（
初

回
は

4月

13

日
）
、
▼

午
前

ク
ラ

ス
は

10時

～

12時
、
▼

午
後
ク

ラ
ス
は

1

時

30分
～

3時

30分
、
各

全

8

回

【
対
象
】区

内
在
住
・
在
勤
の
方
、

各

30名

【
コ

ー
ス
・
主

な
内

容
】
▼

初

級
…

筆
の
運

び
の
基

礎
・
は

が

き
の
書

き
方

、
▼

中
級

…
変

体

か
な
・
調

和
体
（

俳
句
・
箴

言
し

ん
げ

ん）
、

▼
上
級

…
慶
弔

句
・
季

節
の
用

語
、
▼

研
究

科
…

漢
字
・
か

な

（
古

典
・
古

筆
）

【
費

用
】

8千
円
（

8回
分
）


手

編
み

教
室

【
日

時
】
▼

①

4月
～

7月
の

月

4回
水
曜

日
（
初

回
は

4月

1日
）
午
前

10時
～

12時
ま
た

は
午

後

1時

30分
～

3時

30

分
（

月

2回
・
月

3回
コ

ー
ス

も
あ

り
ま

す
）
、
▼

②

4月
～

7月
の

第

2・
第

4土
曜

日

（
初

回
は

4月

11日
）
午

前

10

時
～

12時

【
対

象
】
区

内
在

住
・
在

勤
の

方
、
各

20名

【
内

容
】
編

み
た

い
モ

チ
ー

フ

を
初

歩
か

ら
指

導

【
費

用
】
①

は

4千
円
（

月

2回

は

2千
円
・
月

3回
は

3千

円
）
、
②

は

2千
円
（

い
ず

れ
も

毛
糸

代
別

）

　

建
築
物
・
屋
外
広
告
看
板
等
の

　
所
有
者
・
管

理
者
へ

　

2月

10日
、
ビ

ル
外

壁
の

一
部

が
歩

道
に

落
下

す
る

事
故

が
区

内
で

発
生

し

ま
し
た
。

　
建

築
物

の
外

壁
、
屋

外
広

告
看

板
、
屋

根
、
設

備
機

器
等

は
、
老

朽
化

等
で

破
損

し
、落

下
・
飛
散
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

高
い

所
か

ら
の

落
下

物
は

人
命

に
関

わ

る
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
建

築
物
・
屋

外
広

告
看

板
等

の
所

有

者
・
管

理
者

は
、
適

正
に

維
持

管
理

し
、

安
全

性
を

確
保

す
る

責
任

が
あ

り
ま

す
。

　
事

故
を

未
然

に
防

ぐ
た

め
、
建

築
物

の
外

壁
や

屋
外

広
告

看
板

等
の

安
全

性

に
つ

い
て

、

1級
建

築
士

等
の

専
門

家

に
よ

る
調

査
や

日
常

の
点

検
を

お
願

い

し
ま

す
。
ま

た
、
老

朽
化

や
落

下
・
飛

散

の
恐

れ
が

あ
る

外
壁
・
看

板
等

は
、
速

や

か
に
改
修
・
撤
去
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問

合
せ

】
建

築
調

整
課
（

本
庁

舎

8階
）


（

5
2
7
3）

3
5
4
4・


（

3
2
0

9）

9
2
2
7へ

。
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節電ポイント上位5名

※電気の使用量を前年の同月よりも削減する
と、1kwhに付き1ポイント付与します。

順位 登録番号 ニックネーム ポイント

1 60009968 mimi968 7571

2 60006721 genkibachan721 1242

3 60007391 riichiro391 1235

4 60031556 1237556 1174

5 60017147 tohikocyan147 1084

順位 登録番号 ニックネーム ポイント

1 60010483 hiro483 640

2 60001795 nagisa795 519

3 60019196 sazae196 509

4 60037978 hiromi978 502

4 60000088 599088 484

エコ活動ポイント上位5名

※レジ袋の辞退や環境イベントへの来場

で、1回に付き1ポイント付与します。

★今回表彰するポイントは26年1月4日～12月28日までの登録が対象です。
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地域飲食応援事業　委託事業者を募集

新宿歴史博物館の常設展示では、昭和初期に急速に
発展した新宿駅周辺の風俗や娯楽、そこに集まる人々
の日常生活、区内の被災状況や戦時下の子どもたちの
学
がく

童
どう

疎
そ

開
かい

の様子などの常設展示を行っています。

毎年、「広報しんじゅく」8月15日号では、「語り
つごう平和の尊さ命の大切さ」と題して、終戦記念
日に因んだ“平和の特集号”を発行しています。新
宿区平和都市宣言の趣旨を伝えるとともに、区の平
和事業の紹介や、戦争体験記の掲載などをとおし
て、より多くの区民の方に戦争の悲惨さと平和の大
切さを伝えています。

また、8月5日号の広報では、広島の原爆投下（8月
6日）、長崎の原爆投下（8月9日）、終戦記念日（8月15
日）について、3月5日号の広報では、東京大空襲・東
京都平和の日（3月10日）について、戦争で亡くなら
れた方を追悼し、世界の恒久平和を祈念するため、広
く区民の方に黙とうの呼びかけを行っています。

さらに、当日には来庁者のみなさんに放送で呼び
かけて、1分間の黙とうにご協力いただいています。

戦争体験者が減少する中で、平和に対する意識を
次の世代にも継承し、多くの区民の皆さんが平和の
大切さを考えるきっかけを作ることを目的として、
新宿区平和派遣の会の協力を得て、平成22年3月に

「新宿区平和マップ」を発行しました。
マップでは、区内にある戦争に関する史跡や戦災

に遭った樹木などを巡る5つのコースを紹介してい
ます。実際に区内を歩いて巡り、平和について学ぶ
ことができる内容となっており、新宿区平和派遣の
会と共催で、「平和マップウォーキング」を毎年実施
しています。

平和マップは、区役所本庁舎3階総務課、1階区政情
報コーナー、特別出張所、新宿歴史博物館で配布して
います。

新宿歴史博物館の常設展示

「広報しんじゅく」平和特集号
（8月15日号）と黙とうの呼びかけ

平和マップの発行

平和のポスター展（平成26年8月区役所本庁舎ロビー）

平和のポスター展
（平成26年10月柏木地域センターエントランス）

平和のポスター展
（平成26年9月榎町地域センター談話室）

毎年区立学校の小学4年生～中学3年生を対象に、
戦争・核兵器の廃絶や家族の絆をテーマとする平和
のポスターを募集しています。

1,000点を超える応募作品の中から、最優秀賞、優
秀賞、優良賞、佳作を選定し、区役所本庁舎ロビーで
展示するほか、平成26年度からは、区内10ヶ所の地
域センターで作品を展示し、身近な場所から子ども
たちの平和へのメッセージを伝えています。

平和のポスター展
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5周年誌

10周年誌

20周年誌

たゆまぬ平和への取組み

平和都市宣言記念誌

沖縄全戦没者追悼式への派遣（東京之塔前）

広島平和記念式典への派遣（原爆死没者慰霊碑前）

長崎平和祈念式典への派遣（平和祈念像前）

平和の本紹介コーナー（平成27年・北新宿図書館）

第5回平和首長会議国内加盟都市会議総会
（平成27年11月9～10日・広島市）

「新宿区平和都市宣言」を記念し、戦争の悲惨さと
平和の大切さを共有し、次の世代へ継続していくた
め、平和記念事業として「平和のつどい」を開催し、

「平和記念誌」を発行しています。
「平和のつどい」については、平成17年度から、5年

毎の周年事業として開催しています。また、「平和記
念誌」については、これまで5周年誌、10周年誌、20
周年誌を発行しています。

中央図書館では、昭和61年から毎年8月に平和映
画会を開催しています。

また、各区立図書館では、戦争と平和に関する図
書を展示し、閲覧・貸出を行っています。さらに、展
示した図書の目録を利用者に配布し、平和について
考えてもらう機会づくりを行っています。

ほかにも、“平和の折鶴コーナー ”や、“平和のメッ
セージ”を収集して掲示するコーナーを設けたり、平
和につながるテーマの絵本を読み聞かせするなど、
幼児を含めた多くの利用者に平和の大切さを伝えて
います。

新宿区議会では、昭和63年から「広島市原爆死没
者慰霊式並びに平和祈念式」、「長崎原爆犠牲者慰霊
平和祈念式典」、平成4年からは「沖縄全戦没者追悼
式」に区議会議員を派遣しています。

議員自らが式典に参列することにより、戦争の悲
惨さと平和の尊さを再認識し、議会活動を通じて「新
宿区平和都市宣言」の趣旨実現に寄与することを目
的としています。

■平和首長会議（昭和57年設立）
“核兵器廃絶に向けた都市連帯”に賛同する都

市が相互に緊密な連携を築くことによって、核
兵器廃絶の市民意識を国際的な規模で喚起し、
核兵器の廃絶を実現させるとともに、人類の共
存を脅かす飢餓、貧困などの諸問題の解決、さ
らには難民問題、人権問題の解決及び環境保護
のために努力することによって世界恒久平和の
実現に寄与することを目的として、総会の開催 

（会場は広島・長崎を交互にして4年毎に開催）、
国内加盟都市会議の開催（毎年）、国連、各国政
府に対する要請活動、原爆写真ポスターの提供、
ニューズレターによる情報提供などの活動を
行っています。

世界161カ国6,965都市、日本国内では新宿区
を含む1,610都市が加盟しています。（平成28年
1月1日現在）

新宿区では、新宿区平和都市宣言の中の「すべての
国の核兵器の廃絶を全世界に訴え、世界の恒久平和
の実現」を目指し、平成21年4月1日に「平和首長会議」
及び「日本非核宣言自治体協議会」に加盟しました。

■ 日本非核宣言自治体協議会（昭和59年設立）

　
非人道的核兵器の使用が、人類と地球の破滅

をもたらすことにかんがみ、生命の尊厳を保ち、
人間らしく生活できる真の平和実現に寄与する
ため、全国の自治体、さらには全世界のすべて
の自治体に核兵器廃絶、平和宣言を呼びかける
とともに、非核宣言を実施した自治体間の協力
体制を確立することを目的とした協議会です。

非核都市宣言に関する情報・資料の収集、調
査・研究、非核都市宣言呼びかけのための活動、
各自治体の平和事業推進などを行っています。

非核宣言を行っている1,604自治体のうち、新
宿区を含む314自治体が加盟をし、活動を行っ
ています。（平成28年1月1日現在）

平和記念事業の実施　図書館の平和事業

新宿区議会の平和事業

平和首長会議・
日本非核宣言自治体協議会への加盟

20周年チラシ 30周年チラシ25周年チラシ

「平和のつどい」A4チラシ（24000枚）

倍賞千恵子

小六禮次郎

ジェロ

I N S P i

齋藤瑠希・大下華歩

D a i c h i

小島幸子

新垣樽助

佐藤利明

入場
無料

〔要事前申込〕

平和のつどい
～世代を超えて、国籍を超えて、
　　歌いつぐ、語りつぐ平和への願い～

出演

倍賞千恵子

小六禮次郎

ジェロ

INSPi

齋藤瑠希

大下華歩

Daichi

早稲田少年少女合唱団

新垣樽助

小島幸子

佐藤利明

新宿区平和都市宣言30周年記念

新宿文化センター 大ホール

平成28年3月27日 日
14:30開場 15:00開演 （17:00終演予定）

（新宿区新宿6-14-1）

日時：

会場：

主催：新宿区　企画制作：公益社団法人 日本芸能実演家団体協議会

【対象】 新宿区在住、在勤、在学（在園）の方。1,700名。応募者多数の場合は抽選。
【申込方法】 ①「平和のつどい」②氏名③住所④電話番号⑤希望人数（５名まで）を明記し、往復はがき（返信用にも住所・氏名を記載）
またはFAXで、下記申込先へ。抽選結果を送ります。託児あり（要予約）。   【締切】 平成28年2月26日（金）必着

　　　　　　　 【申込先・お問合せ】 〒160-8484 新宿区歌舞伎町1-4-1 新宿区総務部総務課　電話：03(5273)3505〈直通〉  FAX：03(3209)9947

区民の方の戦争体験談と平和へのメッセージ、多彩な出演者による歌と朗読を通して、平和の大切さを感じるイベントです。
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平和都市宣言記念板、平和の灯（区役所本庁舎正面玄関前）

平和の鐘（新宿中央公園芝生の広場）

平和の泉・平和祈念像（区役所本庁舎正面玄関わき）平和宣言板の例（戸山生涯学習館正面玄関）

昭和61年8月4日、「新宿区平和都市宣言」を記念し
て、宣言文を記した青銅版（縦95㎝×横144㎝）を作
成し、宣言の趣旨を多くのみなさんに伝えるために、
区役所本庁舎正面玄関前の柱に設置しました。

昭和61年8月9日以降、平和都市宣言の趣旨をより
多くのみなさんに知っていただくために、特別出張
所、区立小中学校、図書館、歴史博物館、新宿スポー
ツセンターなど区内の施設65か所に平和宣言板を設
置しています。
（昭和61年8月9日、特別出張所（10所）、図書館（中

央、鶴巻、西落合、戸山、北新宿、中町の6館）に設置。
平成元年小中学校等教育関連施設（65）設置。現在65
箇所に設置）

昭和62年8月6日、「新宿区平和都市宣言」を記念す
るとともに、“発展する新宿と地球の平和”を願うシン
ボルとして、“平和の鐘”を新宿中央公園芝生の広場に
設置しました。

ステンレス製の2本の柱が球体を支え、球体の下に
釣下げられた大小12個のカリヨン（組鐘）が四季折々
の曲を定刻（10:00、12:00、15:00、17:00の4回）に平
和のメロディーを奏でています。

平成元年8月5日、区役所本庁舎正面玄関わきに平
和の泉・平和祈念像を設置しました。泉の中央にあ
る高さ185センチメートルのブロンズ製裸婦像「光る
波」の作者は北村治

はる

禧
よし

氏（1915 〜 2001年）で、長崎市
の「平和祈念像」を制作した北村西望氏の長男です。

また、泉の水は、長崎市平和公園にある「平和の泉」
の源流・浦上川上流の「恵の丘長崎原爆ホーム」内の
池のわき水から採取されました。長崎市の「平和の
泉」は、水を求めながら亡くなった原爆犠牲者の霊を
慰め平和を求めるため建設されたものです。この水
を採取したのはカナダのトロント市に次いで新宿区
が2番目でした。

平和都市宣言記念板

平和宣言板

平和の鐘

平和の泉・平和祈念像

昭和63年7月30日、広島市平和記念公園内にある
「平和の灯

ともしび

」と長崎市平和公園内にある「誓いの火」を
それぞれ分火し、ひとつのガス灯に合わせたものを
区役所本庁舎正面玄関前の宣言記念板の上に新宿区
の「平和の灯

ひ

」として設置しました。世界の恒久平和
の実現を目指す新宿区民の決意を表したもので、平
和の象徴である鳩を配し、その鳩に見守られながら、
灯は永遠にともし続けられます。

平和の灯
ひ

平和のモニュメント
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　新宿区平和派遣事業の参加者は、「いのちの大
切さ」を学ばせて頂いた感謝の思いと平和教育の
大切さに気づき、『平和派遣報告会』の実施を目
的として、平成2年に『新宿区平和派遣の会』を
結成しました。独自事業として「平和派遣報告会・
平和講演会・すいとんの会・施設見学会」を開催
してきました。

■ 新宿区との協働事業
平成13年度からは「平和派遣報告会・平和講演
会・すいとんの会」が新宿区の平和啓発事業とな
り、協働の取組みとして実施しています。

■ 独自事業
施設見学会の実施。
活動記録誌「語りつごう　いのちの大切さを」を
毎年度発行しています。

■ その他
しんじゅく女性団体会議・新宿区男女共同参画推
進センターの活動にも参画しています。

■ テーマ
「生命尊厳を基調にした平和な社会を構築する」

■ 指針
「おもいやりのコミュニケーションを拡大する」

■ 活動目標
 ●	平和派遣者が「平和大使」としての自覚を持っ
て行動できるように支援する。

 ●	学校教育における平和学習の充実に貢献する。
 ●	平和啓発事業を通して、「いのちの大切さ」が家
庭・学校・地域で語りつがれるように推進する。

 ●	新宿区の各機関、「青少年育成委員会」や長崎
市・広島市の自治体との連携を深め、平和の輪
（絆）を広げる。

 ●	平和派遣者の学校や地域での活動状況を収集
し、「活動記録誌」に掲載する。

 ●	活動内容を子ども派遣者に向けて積極的に発信
する。

新宿区平和派遣の会とは？

「新宿区平和派遣の会」の紹介
平成27年度の活動

平和派遣事業参加者は広島や長崎の被爆地で原爆の惨禍
について学び、生命の尊厳を深く心に刻んできます。「自
分や他人のいのちを大切にできる社会こそ平和である」
と気づき、その思いを伝えることで、報告会参加者に平
和意識改革の波動を起こします。

平和派遣報告会 報告者は、平和派遣事業参加者

平和講演会 講師は被爆・大空襲などの戦争体験者

講師である被爆体験者が語った『平和の基本はいのちを
大切にすることであり、いのちが大切にされれば思いや
りの心で差別や偏見をなくすことができる』は、貴重な
平和提言と受けとめています。

親子の平和派遣者がすいとん作りすいとんの会
様々な戦争体験をされた方々からお話を伺い、平和の大
切さについて学びます。この活動を通して、家庭・学校・
地域の教育力を向上させ、子どもたちが平和の心を育め
る環境作りを目指します。

「平和派遣の会」の
役員がナビゲーター平和マップウォーキング

新宿区にある戦跡を巡り歴史を学ぶことで平和について
考えるきっかけを提供します。「地図の上から平和を考
える」ことで「仲の良い家庭・地域を築くことが世界平
和の基盤」であることにも気づくでしょう。

平和派遣事業参加者には
平和大使としての自覚が芽
生えてきます。その証とし
て、平成20年度より「平
和大使の証」を「平和派遣
の会」から授与しています。

平和大使の証 「平和大使の証」に
引用されている言葉について

「平和大使の証」には、ユネスコ憲章の前文より「戦
争は人の心の中に生まれるものであるから、人の
心の中に平和のとりでを築かなければならない」
の一節が印字されています。このように、ユネス
コ憲章には、戦争の起きた原因や教育の大切さを
教え、国民の義務等が宣言されています。
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平和大使の証	
 

国際連合教育科学文化機関憲章（UNESCO 憲章）前文より	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

戦争は人の心の中に生まれるものであるから、	
 

人の心の中に平和のとりでを築かなければならない。	
 

原子爆弾や戦争の恐ろしい事実や悲しい体験を、	
 

一人でも多くの人たちに「伝えること」は、私たちの使命です。	
 

私たちは、あの日苦しんでいた人たちを助けることはできませんが、	
 

未来の人たちを助けることはできるのです。	
 

	
 	
 

平成１９年８月６日	
 広島原爆の日	
 

こども代表「平和への誓い」より抜粋	
 

2015 年 10 月 4 日	
 新宿区平和派遣の会	
 

 

 

活動の歩み（平成26年度活動記録誌より）

年　度 活 動 内 容
平成  2（1990)年 「新宿区平和派遣の会」を結成

平成  3（1991)年 「新宿区平和派遣の会」会則施行

平成12（2000)年 「戦争体験集―語りつごう未来の子供たちへ」を発刊

平成13（2001)年 区との協働で平和啓発事業を開始

平成14（2002)年 活動記録誌「語りつごう　いのちの大切さを」に名称変更し、以降毎年発行

平成20（2008)年 「新宿区平和都市宣言」と「新宿区民憲章」の趣旨に沿って区と協働で推進
「平和大使の証」を作成し、平和派遣者に授与

平成21（2009)年 「新宿区平和マップ」を区と協働で企画・制作

平成22（2010)年 「平和派遣25年のあゆみ」を区と協働で企画・編集
中山区長（当時）と平和派遣者との平和トーク

「新宿区における平和をみんなで考える」も掲載

平成26（2014)年 ユネスコ憲章宣言文の趣旨に沿って平和啓発事業を区と協働で推進

たゆまぬ平和への取組み

区は、平和派遣事業の参加者親子でつくる「新宿区平和派遣の会」との協働の取組みにより、「平和派遣報告会」、
「平和講演会」などの平和啓発事業を行っています。「平和派遣の会」が、主にイベント等の企画や運営を行うこと
により、多くの区民の方、とりわけ若い世代の方に対する平和啓発に寄与しています。ここでは、「平和派遣の会」
から、区との協働事業等について紹介をしていただきます。

「新宿区平和派遣の会」との協働事業

「新宿区男女共同参画推進条例」には、区、区民、
地域団体の責務が定められ、協働して「男女共
同参画社会」を実現することが謳われています。
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昭和60（1985）年
12月10日

「新宿区非核平和都市宣言に関する決議」を
区議会が全会一致で決議

昭和61（1986）年
3月15日

「新宿区平和都市宣言」を行う

昭和61（1986）年
8月4日

「宣言記念板」を区役所本庁舎正面玄関前に設置

昭和61（1986）年
8月5日

「青年の平和派遣」で広島・長崎の両市を訪問

昭和61（1986）年
8月6日

「平和を考える図書展示」を区立図書館で実施
（以降毎年８月に実施）

昭和61（1986）年
8月9日

「平和の映画会」を中央図書館で開催
（以降毎夏開催）

昭和61（1986）年
8月15日

「平和のつどい」を開催
（平成9年まで毎年開催。平成17年度から
5年毎の周年記念事業として実施）

昭和61（1986）年
8月18日

「平和のポスター展」を実施
（以降、毎年「平和展」として実施）

昭和62（1987）年
8月5日

「女性平和派遣」で広島・長崎の両市を訪問
（63年度からは「青年の平和派遣」、「母と子の平
和派遣」として1年毎交互に両市を訪問。平成13
年度からは「親と子の平和派遣」に移行して実施）

昭和62（1987）年
8月6日

「平和の鐘」を新宿中央公園芝生の広場に設置

昭和63（1988）年
7月30日

「平和の灯」を区役所本庁舎正面玄関前に設置

昭和63（1988）年
8月

広島平和記念式典、長崎平和祈念式典へ
区議会議員が参加（以降毎年参加）

昭和63（1988）年
8月9日

「平和宣言板」を区立施設へ順次設置開始

平成元（1989）年
1月29日

新宿歴史博物館開館。区内の被災状況や学
がく

童
どう

疎
そ

開
かい

の様子についての常設展示を開始。
平成元（1989）年

8月5日
「平和の泉・平和祈念像」を
区役所本庁舎正面玄関わきに設置

平成2（1990）年
8月14日

「平和コンサート」を開催

平成4（1992）年
3月15日

「新宿区平和都市宣言5周年記念誌」を発行

平成4（1992）年
6月23日

「沖縄全戦没者追悼式」に助役が出席
（沖縄本土復帰20周年）

平成4（1992）年
6月23日

「沖縄全戦没者追悼式」へ区議会議員が参加
（以降毎年参加）

平成5（1993）年
8月5日

第3回「世界平和連帯都市市長会議」
（広島・長崎両市で開催）に区長が参加

平成7（1995）年
6月28日

「世界平和連帯都市市長会議アジア太平洋地域会議」
（広島市で開催）に区長が参加

平成8（1996）年
3月15日

「新宿区平和都市宣言10周年記念誌」を発行

平成9（1997）年
8月1日

新宿区平和都市宣言10周年記念「平和のつどい」
を開催（新宿文化センター）

平成9（1997）年
8月5日

「第4回世界平和連帯都市市長会議」に
区長が参加

平成10（1998）年
5月29日

パキスタンの未臨界核実験に対し
区長が抗議文を送付

平成10（1998）年
6月1日

インド・パキスタンの未臨界核実験に対し
区長が抗議文を送付

平成10（1998）年
6月2日

「核実験の中止と核兵器の廃絶を求める決議」を
区議会が採択

平成10（1998）年
9月25日

アメリカの未臨界核実験に対し区長が抗議文を送付
（以後、平成24年12月の未臨界核実験まで合計
20回の実験に対してアメリカに抗議文を送付）

平成10（1998）年
12月10日

ロシアの未臨界核実験に対し区長が抗議文を送付
（以後、平成16年 8月の未臨界核実験まで合計
4回の実験に対してロシアに抗議文を送付）

平成12（2000）年
8月2日

新宿区平和都市宣言15周年記念「平和のつどい」
を開催（四谷区民ホール）

平成13（2001）年
8月4日

「第5回平和市長会議」に区長が参加
（同年世界平和連帯都市市長会議から改称・
平成25年8月から「平和首長会議」に改称）

平成14（2002）年
2月15日

イギリスの未臨界核実験に対し
区長が抗議文を送付

平成17（2005）年
6月9日

平和祈念事業「平和を願って
～語りべ＆ミニコンサート」を区議会が開催

平成17（2005）年
8月4日

「第6回平和市長会議」に区長が参加

平成18（2006）年
2月27日

アメリカ・イギリス共同の未臨界核実験に対し
区長が抗議文を送付

平成18（2006）年
3月15日

「新宿区平和都市宣言20周年記念誌」を発行

平成18（2006）年
3月29日

新宿区平和都市宣言20周年記念「平和のつどい」
開催（新宿文化センター）

平成18（2006）年
10月10日

北朝鮮が核実験を実施したと発表したことに対し
区長が抗議文を送付
（以後、平成25年 2月の核実験まで合計3回の
実験に対して北朝鮮に抗議文を送付）

平成18（2006）年
10月13日

区議会が「北朝鮮の核実験に厳重に抗議する決議」
を採択

平成19（2007）年
7月25日〜26日

学校資料調査（花園小学校）の実施
（以後、平成27年 3月までに全小学校の資料調
査を行い、報告書としてまとめる）

平成21（2009）年
4月1日

「平和市長会議」（現在は「平和首長会議」に改称）
及び「日本非核宣言自治体協議会」に区が加盟

平成21（2009）年
5月27日

北朝鮮が核実験を実施したと発表したことに対し
区議会議長が抗議文を送付
（以後、平成25年 2月の核実験まで合計2回の
実験に対して北朝鮮に抗議文を送付）

平成21（2009）年
8月4日

「第7回平和市長会議」に区長が参加

平成22（2010）年
3月15日

区内の戦争遺跡などを巡る5つのコースを紹介する
「新宿区平和マップ」を発行

平成22（2010）年
4月29日

「平和マップウォーキング」を新宿区平和派遣の
会と共催で実施（以後、毎年実施）

平成23（2011）年
4月

地域文化財（平和分野）制度を創設
（以降、平成28年3月までに6件を認定）

平成23（2011）年
5月23日

アメリカの新型の核性能実験に対し区長が抗議文
を送付
（以後、平成26年11月の新型の核性能実験まで
合計4回の実験に対してアメリカに抗議文を送付）

平成23（2011）年
11月21日

新宿区平和都市宣言25周年記念「平和のつどい」
を開催（新宿文化センター）
（同年3月15日に開催予定であったが、3月11
日の東日本大震災の影響で延期して開催）

平成27（2015）年
8月6日

「原爆死没者慰霊式並びに平和祈念式」に区長が
参列親と子の平和派遣者と広島市で合流

平成28（2016）年
1月6日

北朝鮮が水爆実験を実施したと発表したことに対
し区長が抗議文を送付

平成28（2016）年
1月6日

北朝鮮が水爆実験を実施したと発表したことに対
し区議会議長が抗議文を送付

平成28（2016）年
3月15日

「新宿区平和都市宣言30周年記念誌」を発行

平成28（2016）年
3月23日

～3月27日
（予定）

「新宿区平和都市宣言30周年記念事業」を実施
（新宿文化センター全館を使用）
「平和のパネル展」（展示室）、「子ども映画会」
（小ホール）、「平和のつどい」（大ホール）を開催

平和事業のあゆみ
■	 本記念誌に掲載した寄稿文（　　　と表示）については、原文尊重を原則としたため、当時使用されていた用

語で不適切と思われるものについても、あえて原文のまま記載した。また、インタビュー（　　　　と表示）
については、インタビューを受けた方の発言をもとに記載しているが、編集上、一部、加筆修正した部分がある。

■	 戦争体験談のインタビューについては、目白大学短期大学部ビジネス社会学科・上岡史郎准教授の指導の下、
秋間優花さん、北村彩加さん、近藤玲子さん、菅野美紗さん、鈴木唯さん、田嶋彩香さん、森田夏未さん、吉田
江梨花さん、渡邊杏香さんが行った。

■	 本記念誌は、首都大学東京都市教養学部・國
くに

 雄
たけ

行
ゆき

教授（日本近代史）が監修した。
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